
は
じ
め
に

令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
当
初
予
算

を
ご
審
議
い
た
だ
く
に
当
た
り
、
柏
崎
市

民
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
代
表
た
る
柏
崎
市

議
会
の
皆
さ
ま
に
施
政
方
針
を
申
し
述
べ

ま
す
。

昨
年
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
９

月
、
菅
義
偉
政
権
が
誕
生
い
た
し
ま
し

た
。
今
年
、
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
１

月
18
日
、
施
政
方
針
演
説
が
な
さ
れ
、

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
グ
リ
ー
ン
」
と
「
デ
ジ

タ
ル
」
で
し
た
。
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
打
ち
出
し
、
脱

炭
素
時
代
の
到
来
を
力
強
く
宣
言
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
お
け
る

Ｄ
Ｘ
す
な
わ
ち
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

翌
々
日
１
月
20
日
、
ア
メ
リ
カ
で
は

ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
氏
が
合
衆
国
大
統
領

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ご
本
人
は
78
歳
と

い
う
合
衆
国
史
上
最
高
年
齢
で
あ
り
、
副

大
統
領
と
し
て
指
名
さ
れ
た
カ
マ
ラ
・
ハ

リ
ス
氏
は
女
性
、
黒
人
と
い
う
こ
と
で
、

い
わ
ゆ
る
２
つ
の
ガ
ラ
ス
の
天
井
を
打
ち

破
る
壮
挙
と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
直
前
に

は
連
邦
議
事
堂
へ
の
デ
モ
隊
乱
入
が
あ

り
、
世
界
が
憂
慮
し
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
プ

前
大
統
領
か
ら
の
引
き
継
ぎ
を
含
め
、
実

に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
民
主
主
義
国
家
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
就
任
直
後
、
数

時
間
後
に
署
名
し
た
大
統
領
令
は
、
気
候

変
動
、
温
暖
化
を
防
止
す
る
パ
リ
協
定
へ

の
復
帰
に
関
す
る
も
の
で
し
た
。

明
治
に
生
き
た
実
業
家
、
渋
沢
栄
一
が

脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。
「
富
を
な
す
根

源
は
何
か
と
い
え
ば
、
仁
義
道
徳
。
正
し

い
道
理
の
富
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
富
は
完

全
に
永
続
す
る
こ
と
が
で
き
ぬ
。
こ
こ
に

お
い
て
論
語
と
算
盤
と
い
う
懸
け
離
れ
た

も
の
を
一
致
せ
し
め
る
こ
と
が
、
今
日
の

緊
要
の
務
め
と
自
分
は
考
え
て
い
る
の
で

あ
る
。
」
（
渋
沢
栄
一
「
論
語
と
算
盤
」
）

私
は
、
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
異

な
る
も
の
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
新
た
な
も

の
が
創
造
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

漸
進
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
確
実
に
変
わ

ろ
う
と
す
る
心
持
ち
。
そ
こ
に
現
代
の
言

葉
で
言
え
ば
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
時
代
の
動
き
は
早
く
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
改
革
か
ら
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
革

命
を
求
め
ら
れ
て
い
る
感
さ
え
あ
り
ま

す
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代
は
外
的
要
因
の

み
な
ら
ず
、
私
た
ち
の
内
的
要
因
、
つ
ま

り
意
識
改
革
・
意
識
革
命
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。

今
年
、
令
和
３
年
２
０
２
１
年
は
柏
崎

に
と
っ
て
も
、
日
本
に
と
っ
て
も
、
世
界

に
と
っ
て
も
大
切
な
年
、
歴
史
的
な
１
年

に
な
り
ま
す
。
こ
の
１
年
を
乗
り
越
え
、

柏
崎
の
可
能
性
を
拓
い
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
本
演
説
に
お
い
て
「
今
年
度
」

と
は
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
、
「
昨

年
度
」
と
は
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
度

を
指
す
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
申
し
上
げ

て
お
き
ま
す
。

（
中
略
）

※

重
点
施
策
事
業
は
６
〜
９
ペ
ー
ジ
に
掲

載
。

か
わ
ず

令
和
３（
２
０
２
１
）年
度

　
施
政
方
針

市
長
が
議
会
で
、そ
の
年
の
１
年
間
の
市
政
運
営
の
方
向
性
を
示
す「
施
政
方
針
」。

２
月
議
会
で
、
市
長
が
述
べ
た
施
政
方
針
演
説
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
の
事
業
内
容
は
、６
〜
９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

む
す
び

「
古
池
や
蛙
飛
こ
む
水
の
音
」。
言
わ
ず

と
知
れ
た
松
尾
芭
蕉
の
句
で
す
。
音
を
詠
ん

で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
小
さ
な
水
音
が

聴
こ
え
る
静
か
さ
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
現

実
を
詠
み
、
心
象
風
景
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

古
池
に
飛
び
込
む
覚
悟
が
今
柏
崎
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

柏
崎
は
、
常
に
新
し
い
も
の
に
挑
戦
し

て
生
き
残
っ
て
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ

ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
代
表
た
る
市
議
会

議
員
の
皆
さ
ま
に
対
し
、
お
願
い
し
た
い

こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
自
分
の
お
考
え
、

主
義
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
そ
の
一
部
を

他
の
考
え
、
主
張
に
お
譲
り
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
の
で
す
。
そ
の
覚
悟
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
そ
の
覚
悟
が
柏
崎
の
可
能
性
を

切
り
拓
き
ま
す
。
安
全
、
安
心
、
そ
し
て

豊
か
さ
を
よ
り
一
層
大
き
な
も
の
と
し
て

い
き
ま
す
。
私
た
ち
自
身
、
皆
さ
ん
自
身

が
柏
崎
を
変
え
て
い
く
チ
ェ
ン
ジ
メ
ー

カ
ー
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

歴
史
・
伝
統
を
大
切
な
も
の
と
し
、
か

つ
、
よ
り
良
い
も
の
、
よ
り
豊
か
な
も
の

を
求
め
る
「
保
守
、
そ
し
て
進
取
」
の
精

神
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
柏
崎
市
民
の
皆

さ
ま
、
市
民
の
代
表
た
る
柏
崎
市
議
会
の

皆
さ
ま
と
共
に
市
政
執
行
に
当
た
ら
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

問
総
務
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▲施政方針の全文は
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今
年
は
柏
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に
と
っ
て

　
大
切
な
年
、

　
歴
史
的
な
１
年
に
な
る

今
年
は
柏
崎
に
と
っ
て

　
大
切
な
年
、

　
歴
史
的
な
１
年
に
な
る

保
守
、そ
し
て
進
取

保
守
、そ
し
て
進
取
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は
じ
め
に

令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
当
初
予
算

を
ご
審
議
い
た
だ
く
に
当
た
り
、
柏
崎
市

民
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
代
表
た
る
柏
崎
市

議
会
の
皆
さ
ま
に
施
政
方
針
を
申
し
述
べ

ま
す
。

昨
年
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
９

月
、
菅
義
偉
政
権
が
誕
生
い
た
し
ま
し

た
。
今
年
、
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
１

月
18
日
、
施
政
方
針
演
説
が
な
さ
れ
、

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
グ
リ
ー
ン
」
と
「
デ
ジ

タ
ル
」
で
し
た
。
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
打
ち
出
し
、
脱

炭
素
時
代
の
到
来
を
力
強
く
宣
言
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
お
け
る

Ｄ
Ｘ
す
な
わ
ち
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

翌
々
日
１
月
20
日
、
ア
メ
リ
カ
で
は

ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
氏
が
合
衆
国
大
統
領

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ご
本
人
は
78
歳
と

い
う
合
衆
国
史
上
最
高
年
齢
で
あ
り
、
副

大
統
領
と
し
て
指
名
さ
れ
た
カ
マ
ラ
・
ハ

リ
ス
氏
は
女
性
、
黒
人
と
い
う
こ
と
で
、

い
わ
ゆ
る
２
つ
の
ガ
ラ
ス
の
天
井
を
打
ち

破
る
壮
挙
と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
直
前
に

は
連
邦
議
事
堂
へ
の
デ
モ
隊
乱
入
が
あ

り
、
世
界
が
憂
慮
し
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
プ

前
大
統
領
か
ら
の
引
き
継
ぎ
を
含
め
、
実

に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
民
主
主
義
国
家
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
就
任
直
後
、
数

時
間
後
に
署
名
し
た
大
統
領
令
は
、
気
候

変
動
、
温
暖
化
を
防
止
す
る
パ
リ
協
定
へ

の
復
帰
に
関
す
る
も
の
で
し
た
。

明
治
に
生
き
た
実
業
家
、
渋
沢
栄
一
が

脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。
「
富
を
な
す
根

源
は
何
か
と
い
え
ば
、
仁
義
道
徳
。
正
し

い
道
理
の
富
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
富
は
完

全
に
永
続
す
る
こ
と
が
で
き
ぬ
。
こ
こ
に

お
い
て
論
語
と
算
盤
と
い
う
懸
け
離
れ
た

も
の
を
一
致
せ
し
め
る
こ
と
が
、
今
日
の

緊
要
の
務
め
と
自
分
は
考
え
て
い
る
の
で

あ
る
。
」
（
渋
沢
栄
一
「
論
語
と
算
盤
」
）

私
は
、
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
異

な
る
も
の
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
新
た
な
も

の
が
創
造
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

漸
進
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
確
実
に
変
わ

ろ
う
と
す
る
心
持
ち
。
そ
こ
に
現
代
の
言

葉
で
言
え
ば
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
時
代
の
動
き
は
早
く
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
改
革
か
ら
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
革

命
を
求
め
ら
れ
て
い
る
感
さ
え
あ
り
ま

す
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代
は
外
的
要
因
の

み
な
ら
ず
、
私
た
ち
の
内
的
要
因
、
つ
ま

り
意
識
改
革
・
意
識
革
命
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。

今
年
、
令
和
３
年
２
０
２
１
年
は
柏
崎

に
と
っ
て
も
、
日
本
に
と
っ
て
も
、
世
界

に
と
っ
て
も
大
切
な
年
、
歴
史
的
な
１
年

に
な
り
ま
す
。
こ
の
１
年
を
乗
り
越
え
、

柏
崎
の
可
能
性
を
拓
い
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
本
演
説
に
お
い
て
「
今
年
度
」

と
は
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
、
「
昨

年
度
」
と
は
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
度

を
指
す
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
申
し
上
げ

て
お
き
ま
す
。

（
中
略
）

※

重
点
施
策
事
業
は
６
〜
９
ペ
ー
ジ
に
掲

載
。

か
わ
ず

令
和
３（
２
０
２
１
）年
度

　
施
政
方
針

市
長
が
議
会
で
、そ
の
年
の
１
年
間
の
市
政
運
営
の
方
向
性
を
示
す「
施
政
方
針
」。

２
月
議
会
で
、
市
長
が
述
べ
た
施
政
方
針
演
説
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
の
事
業
内
容
は
、６
〜
９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

む
す
び

「
古
池
や
蛙
飛
こ
む
水
の
音
」。
言
わ
ず

と
知
れ
た
松
尾
芭
蕉
の
句
で
す
。
音
を
詠
ん

で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
小
さ
な
水
音
が

聴
こ
え
る
静
か
さ
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
現

実
を
詠
み
、
心
象
風
景
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

古
池
に
飛
び
込
む
覚
悟
が
今
柏
崎
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

柏
崎
は
、
常
に
新
し
い
も
の
に
挑
戦
し

て
生
き
残
っ
て
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ

ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
代
表
た
る
市
議
会

議
員
の
皆
さ
ま
に
対
し
、
お
願
い
し
た
い

こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
自
分
の
お
考
え
、

主
義
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
そ
の
一
部
を

他
の
考
え
、
主
張
に
お
譲
り
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
の
で
す
。
そ
の
覚
悟
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
そ
の
覚
悟
が
柏
崎
の
可
能
性
を

切
り
拓
き
ま
す
。
安
全
、
安
心
、
そ
し
て

豊
か
さ
を
よ
り
一
層
大
き
な
も
の
と
し
て

い
き
ま
す
。
私
た
ち
自
身
、
皆
さ
ん
自
身

が
柏
崎
を
変
え
て
い
く
チ
ェ
ン
ジ
メ
ー

カ
ー
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

歴
史
・
伝
統
を
大
切
な
も
の
と
し
、
か

つ
、
よ
り
良
い
も
の
、
よ
り
豊
か
な
も
の

を
求
め
る
「
保
守
、
そ
し
て
進
取
」
の
精

神
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
柏
崎
市
民
の
皆

さ
ま
、
市
民
の
代
表
た
る
柏
崎
市
議
会
の

皆
さ
ま
と
共
に
市
政
執
行
に
当
た
ら
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。
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今
年
は
柏
崎
に
と
っ
て

　
大
切
な
年
、

　
歴
史
的
な
１
年
に
な
る

今
年
は
柏
崎
に
と
っ
て

　
大
切
な
年
、

　
歴
史
的
な
１
年
に
な
る

保
守
、そ
し
て
進
取

保
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水道事業
工業用水道事業
下水道事業
計

56億6,956万円
0円

90億6,537万円
147億3,494万円

（ー 0.7％）
※今年度より廃止。

（ー 3.1％）
（ー 2.3％）

令和3（2021）年度企業会計当初予算（増減率）令和3（2021）年度特別会計当初予算（増減率）

国民健康保険事業
　事業勘定
　直営診療施設勘定
後期高齢者医療
介護保険
土地取得事業
墓園事業
計

87億1,469万円
83億5,793万円
3億5,675万円

10億1,427万円
94億4,294万円
1億1,889万円

885万円
192億9,965万円

（ー 5.5％）
（ー 5.7％）
（ー 1.1％）
（ー 0.2％）
（+ 1.7％）
（ー60.0％）
（ー51.1％）
（ー 2.7％）

※端数処理の関係で計算結果に相違が出ています。
※千円以下を切り捨てした金額を表記しています。

最優先・最重要課題として新型コロナウイルス感染症対策を強力に推進するほか､地域エネルギービジョンの実
現を目指し､次世代エネルギーの活用による温暖化対策の推進､エネルギー・環境産業の創出に取り組みます｡
また｢人口減少・少子高齢化の同時進行｣への対応策として､子育て支援、移住定住対策のほか､前年度に引き続き
人材の育成･確保対策と産業振興を重点的に取り組むとともに､医療・介護・福祉への取り組み､防災対策､DX(デ
ジタルトランスフォーメーション)などの事業を着実に推進していきます｡

令和3（2021）年度予算がスタート
問財政管理課　☎21・2328　℻22・5903

令和3（2021）年度予算は、新庁舎関連事業の最終年度であった前年度当初に比べ33億円､6.5%減の475億円となりました｡
なお､借換債（＊）を除く実質的な予算額は約469億6,000万円となり､前年度当初に比べ約26億3,000万円､5.3%の減
となります｡
＊借換債…安定調達と金利変動の観点から、地方債の残高を借り入れから一定期間後に全額返済し、同額を再度
借り入れること。

諸収入　
27億2,526万円　5.7％
（前年度比17.3％減）

市債
46億7,604万円　9.8％
（前年度比3.6％減）

電源立地地域対策等交付金
18億3,004万円　3.9％
（前年度比0.3％増）

繰入金
40億455万円
8.4％

（前年度比29.7％減）

市税
143億6,296万円

30.2％
（前年度比5.9％減）

地方交付税
52億円
11.0％

（前年度比12.6％減） 国・県支出金
93億9,675万円
19.8％

（前年度比0.3％増）

歳入
475 億円

市民税（現年度分）
40億636万円
27.9％

（前年度比14.0％減）

その他の税
19億8,416万円　13.8％
（前年度比10.6％増）

固定資産税
（現年度分）
83億7,244万円
58.3％

（前年度比5.1％減）

法人市民税（現年度分）
4億9,927万円　12.5％
（前年度比28.1％減）

■市税は前年度から5.9％減の143億6,000万円
個人市民税は､新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえて11.5%減､法人市民税も新型コロナウイルス感染症の
影響や税率変更を踏まえて28.1%減とし､市民税（現年度分）全体では14.0%減の40億600万円と見込みました｡
固定資産税は､土地は地価の下落が続いていること､家屋は評価替えに伴う減価､償却資産は新型コロナウイルス
感染症の影響からそれぞれ減とし､固定資産税（現年度分）全体として5.1%減の83億7,000万円を見込みました｡
使用済核燃料税は､令和2（2020）年10月1日の税率アップにより､29.9%増の7億5,000万円を見込みました｡

■地方交付税は前年度比12.6％減の52億円
国から交付される地方交付税のうち普通交付税は､前年度比15.7%減の45億5,000万円を､特別交付税は､近年の
交付実績から前年度比18.2%増の6億5,000万円を見込みました｡
普通交付税の代替財源である臨時財政対策債は､国が策定した地方財政計画を踏まえて､前年度比83.9%増の22
億8,000万円としました｡

福祉
128億8,112万円

27.1％
（前年度比2.8％減）

道路・公園
などの整備
57億6,909万円
12.2％

（前年度比2.8％減）

その他　
7億5,301万円　1.5％
（前年度比114.2％増）

教育・生涯学習
56億782万円　11.8％
（前年度比26.9％増）

保健・医療・環境
28億9,239万円　6.1％
（前年度比4.8％増）

商工業の振興
14億4,395万円　3.0％
（前年度比21.6％減）雇用対策　15億5,512万円

3.3％（前年度比9.0％減）

消防・防災
28億697万円　5.9％
（前年度比3.7％減）

農林水産業
16億916万円　3.4％
（前年度比4.5％減）

行政の運営
69億5,976万円
14.7％

（前年度比31.3％減）

借金の返済
52億2,161万円　11.0％
（前年度比10.2％減）

一般会計予算　歳入 ―新型コロナウイルス感染症の影響などにより、
　市民税は前年度比14.0%の減少

特別会計は192億9,965万円（前年度比2.7％減）
企業会計は147億3,494万円（前年度比2.3％減）

一般会計予算は475億円（前年度比6.5％減）

各会計の内訳は、下の表の通りです。

歳出
475 億円
（目的別グラフ）

個人市民税
（現年度分）
35億709万円
87.5％

（前年度比11.5％減）

普通交付税
45億5,000万円
（前年度比15.7％減）
特別交付税
6億5,000万円
（前年度比18.2％増）

その他
53億440万円　11.2％
（前年度比16.6％増）

一般会計予算　歳出 ―新型コロナウイルス感染症対策を強力に推進。エネルギー・環境
産業の創出、子育て支援、人材の育成・確保、産業振興に重点
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水道事業
工業用水道事業
下水道事業
計

56億6,956万円
0円

90億6,537万円
147億3,494万円

（ー 0.7％）
※今年度より廃止。

（ー 3.1％）
（ー 2.3％）

令和3（2021）年度企業会計当初予算（増減率）令和3（2021）年度特別会計当初予算（増減率）

国民健康保険事業
　事業勘定
　直営診療施設勘定
後期高齢者医療
介護保険
土地取得事業
墓園事業
計

87億1,469万円
83億5,793万円
3億5,675万円

10億1,427万円
94億4,294万円
1億1,889万円

885万円
192億9,965万円

（ー 5.5％）
（ー 5.7％）
（ー 1.1％）
（ー 0.2％）
（+ 1.7％）
（ー60.0％）
（ー51.1％）
（ー 2.7％）

※端数処理の関係で計算結果に相違が出ています。
※千円以下を切り捨てした金額を表記しています。

最優先・最重要課題として新型コロナウイルス感染症対策を強力に推進するほか､地域エネルギービジョンの実
現を目指し､次世代エネルギーの活用による温暖化対策の推進､エネルギー・環境産業の創出に取り組みます｡
また｢人口減少・少子高齢化の同時進行｣への対応策として､子育て支援、移住定住対策のほか､前年度に引き続き
人材の育成･確保対策と産業振興を重点的に取り組むとともに､医療・介護・福祉への取り組み､防災対策､DX(デ
ジタルトランスフォーメーション)などの事業を着実に推進していきます｡

令和3（2021）年度予算がスタート
問財政管理課　☎21・2328　℻22・5903

令和3（2021）年度予算は、新庁舎関連事業の最終年度であった前年度当初に比べ33億円､6.5%減の475億円となりました｡
なお､借換債（＊）を除く実質的な予算額は約469億6,000万円となり､前年度当初に比べ約26億3,000万円､5.3%の減
となります｡
＊借換債…安定調達と金利変動の観点から、地方債の残高を借り入れから一定期間後に全額返済し、同額を再度
借り入れること。

諸収入　
27億2,526万円　5.7％
（前年度比17.3％減）

市債
46億7,604万円　9.8％
（前年度比3.6％減）

電源立地地域対策等交付金
18億3,004万円　3.9％
（前年度比0.3％増）

繰入金
40億455万円
8.4％

（前年度比29.7％減）

市税
143億6,296万円

30.2％
（前年度比5.9％減）

地方交付税
52億円
11.0％

（前年度比12.6％減） 国・県支出金
93億9,675万円
19.8％

（前年度比0.3％増）

歳入
475 億円

市民税（現年度分）
40億636万円
27.9％

（前年度比14.0％減）

その他の税
19億8,416万円　13.8％
（前年度比10.6％増）

固定資産税
（現年度分）
83億7,244万円
58.3％

（前年度比5.1％減）

法人市民税（現年度分）
4億9,927万円　12.5％
（前年度比28.1％減）

■市税は前年度から5.9％減の143億6,000万円
個人市民税は､新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえて11.5%減､法人市民税も新型コロナウイルス感染症の
影響や税率変更を踏まえて28.1%減とし､市民税（現年度分）全体では14.0%減の40億600万円と見込みました｡
固定資産税は､土地は地価の下落が続いていること､家屋は評価替えに伴う減価､償却資産は新型コロナウイルス
感染症の影響からそれぞれ減とし､固定資産税（現年度分）全体として5.1%減の83億7,000万円を見込みました｡
使用済核燃料税は､令和2（2020）年10月1日の税率アップにより､29.9%増の7億5,000万円を見込みました｡

■地方交付税は前年度比12.6％減の52億円
国から交付される地方交付税のうち普通交付税は､前年度比15.7%減の45億5,000万円を､特別交付税は､近年の
交付実績から前年度比18.2%増の6億5,000万円を見込みました｡
普通交付税の代替財源である臨時財政対策債は､国が策定した地方財政計画を踏まえて､前年度比83.9%増の22
億8,000万円としました｡

福祉
128億8,112万円

27.1％
（前年度比2.8％減）

道路・公園
などの整備
57億6,909万円
12.2％

（前年度比2.8％減）

その他　
7億5,301万円　1.5％
（前年度比114.2％増）

教育・生涯学習
56億782万円　11.8％
（前年度比26.9％増）

保健・医療・環境
28億9,239万円　6.1％
（前年度比4.8％増）

商工業の振興
14億4,395万円　3.0％
（前年度比21.6％減）雇用対策　15億5,512万円

3.3％（前年度比9.0％減）

消防・防災
28億697万円　5.9％
（前年度比3.7％減）

農林水産業
16億916万円　3.4％
（前年度比4.5％減）

行政の運営
69億5,976万円
14.7％

（前年度比31.3％減）

借金の返済
52億2,161万円　11.0％
（前年度比10.2％減）

一般会計予算　歳入 ―新型コロナウイルス感染症の影響などにより、
　市民税は前年度比14.0%の減少

特別会計は192億9,965万円（前年度比2.7％減）
企業会計は147億3,494万円（前年度比2.3％減）

一般会計予算は475億円（前年度比6.5％減）

各会計の内訳は、下の表の通りです。

歳出
475 億円
（目的別グラフ）

個人市民税
（現年度分）
35億709万円
87.5％

（前年度比11.5％減）

普通交付税
45億5,000万円
（前年度比15.7％減）
特別交付税
6億5,000万円
（前年度比18.2％増）

その他
53億440万円　11.2％
（前年度比16.6％増）

一般会計予算　歳出 ―新型コロナウイルス感染症対策を強力に推進。エネルギー・環境
産業の創出、子育て支援、人材の育成・確保、産業振興に重点
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令和3（2021）年度　重 点 施 策 （一部抜粋）
※千円以下を切り捨てた金額を表記しています。

【新規事業】
ポストコロナに向けて取り組む事業者への支援　5,000万円
新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも雇用を維
持する製造事業者や、非対面型ビジネスモデルへの転換や
テレワーク環境の整備など、ポストコロナに対応した経済構
造の転換・好循環の実現に取り組む事業者を支援します。

【継続事業】
疾病予防対策の支援　1,008万円
障がい児者施設、救護施設または高齢者施設へ新たに入所
する方に、新型コロナウイルス感染症のPCR検査または抗
原定量検査の費用を助成します。

公立保育園の感染症対策　750万円
公立保育園の新型コロナウイルス感染症対策のための消
耗品や備品などを購入します。

私立保育園の感染症対策への支援　600万円
私立保育園が新型コロナウイルス感染症対策のために購
入した消耗品や備品などの経費に、補助金を交付します。

衛生備蓄品の確保　50万円
新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、市場でマス
クや消毒液の流通が滞り、医療や介護の現場で確保が困難
となった場合などに備え、速やかに適切な配布を行えるよ
う備蓄品の補充を行います。

【新規事業】
地域エネルギー会社の設立・連携　8,035万円
市の施策と連携した事業を展開する地域エネルギー会社
の設立準備・出資を行うほか、設立後の運営支援を行いま
す。

環境・エネルギー産業拠点化推進基金の創設　20億316万円
環境・エネルギー産業拠点化推進基金を創設します。

【拡充事業】
地中熱空調設備の導入　1億2,200万円
経済産業省のエネルギー構造高度化・転換理解促進事業費
補助金を活用して、消防本部・消防署の事務所に地中熱を
利用した空調設備を導入します。

【継続事業】
次世代エネルギーの研究　414万円
公共施設をはじめとする市内への再生可能エネルギーの
導入や、次世代エネルギーの研究・検討を進めるほか、導入
施設を活用した見学会などを開催してエネルギーに対す
る市民の皆さんの理解を促進します。

太陽光発電設備の導入　7,850万円
荒浜コミセンに太陽光発電設備を設置して、再生可能エネ
ルギー導入の推進を図ります。

地球温暖化への対策　592万円
地球温暖化対策の普及事業として、小・中学校での環境プ
ログラムの実施、職員による出前講座などを行います。ま
た、電気自動車の普及推進のため、庁用車としてリースし
ている電気自動車の入れ替えや、市役所に設置した電気自
動車急速充電器の電気代を負担します。

【継続事業】
Ｕ・Ｉターンの促進　3,290万円
移住を考えている方への情報提供・情報収集のため、新潟県
主催セミナーなどに参加します。また、移住した方に住宅家
賃などの補助金を交付します。

防災意識の向上を支援　559万円
防災出前講座や防災士フォローアップ研修、地区防災計画作
成の技術的支援などを通じて、地域の防災意識向上と具体
的な防災活動に向けた事業を行います。また、中越沖地震メ
モリアル防災教育推進事業と連携し地域防災力向上を図り
ます。

福祉職員の就職を支援　101万円
福祉・保育・看護などの資格を持つ方が、市内の障がい児者の
入所施設へ新たに勤務する場合に補助金を交付します。

介護職員の就職を支援　360万円
介護職に必要な資格をお持ちの方が新たに市内介護事業所
に勤務する場合に補助金を交付します。

看護師の就職を支援　2,125万円
保健師、助産師、看護師、准看護師の資格をお持ちの方が新
たに市内の病院、訪問看護ステーション、介護施設、障がい児
者の入所施設に勤務される場合に就職助成金を交付します。

認定看護師の資格取得を支援　924万円
キャリアアップを目指す看護職員の定着促進を図るため、認
定看護師の資格取得を推進する病院を支援します。

青年等就農者への支援　1,050万円
独立農業経営を開始した青年等就農者の自立した経営の安
定を図るため、国の資金による支援金を交付します。

新規就農者への支援　117万円
就農人口の増加および移住の促進を図るため、市外からの新
規就農希望者の農業体験に係る費用を支援します。

農業法人などによる人材育成を支援　244万円
経営の安定および人材の育成・定着を促進するため、農業法
人などが新規就農者を雇用して実施する技術習得などの研
修を支援します。

Ｕ・Ｉターンの新規就農者への支援　90万円
新規就農を目的に市外から移住してきた農業者に、新規就
農に必要な経費を支援します。

林業従事者の確保・育成を支援　612万円
森林整備の担い手である柏崎地域森林組合の新規雇用の促
進と人材確保を図るため、補助金を交付します。

漁業就業者への支援　240万円
漁業者の漁船購入への補助および新規漁業就業者の初期
段階での経営支援を行い、担い手の確保・育成と生産性の向
上を図ります。

市内企業の魅力を発信　100万円
大学生を対象とした企業見学会を実施し、基幹産業である
ものづくり産業の人材確保を支援します。

ものづくり産業の人材育成を強化　510万円
資格、免許および技能検定の取得費用を助成するとともに、
ものづくりマイスターカレッジや高校生インターンシップ事
業を支援し、優れた若手技術者の確保・育成を推進します。

小・中学校のICT環境の維持管理　2億662万円
国のGIGAスクール
構想で配備したタブ
レット端末およびパ
ソコンの維持管理を
するとともに、新たに
ＩＣＴ支援員を配置し
て学習環境の向上を
図ります。

産業振興
【新規事業】
市街地に出没する有害鳥獣への対策　287万円
市街地へ出没する有害鳥獣の捕獲およびパトロールを行う
とともに、農地以外に設置する防護柵などにかかる費用を補
助し、市民生活の安全確保を図ります。

園芸機械の導入・整備を支援　1,036万円
生産効率の向上による園芸産地の拡大を図るため、園芸作
物の生産に必要な機械の整備費用を補助します。

かしわざ“木”の力を発信　350万円
柏崎産木材で製作したベンチ・掲示ボードを市内の保育園・
幼稚園に配布して、木の魅力の再認識を促すとともに、木材
製品の利用増加により、林業従事者の活性化につなげ、森林
整備を促進します。また、地元産木材を活用した新たな地場
産品を創出します。

【拡充事業】
柏崎産米のブランド力を強化　1,507万円
柏崎産ブランド米「米山プリンセス」に取り組む農業者に、土
づくり・機械機器などの整備に要する経費を補助するととも
に、ブランド力向上のためのPR活動などを強化し、付加価値
を高め、有利販売による農業者の所得向上を図ります。

有害鳥獣による農業被害への対策　776万円
有害鳥獣による農業被害防止およびその軽減を図るため、
柏崎市有害鳥獣被害対策協議会が実施する捕獲事業や定期
パトロールなどを強化します。また、わな猟免許を取得する
際の支援による担い手の確保に努めるとともに、電気柵設
置費用の補助を拡大して支援します。

柏崎産ヒゲソリダイの養殖事業化を支援　186万円
養殖ヒゲソリダイの認知度を高めるため、試食会を兼ねた講
演会を開催するとともに、養殖の実現に向け、現在検証して
いる試験的な取り組みに対して、飼料、飼育資材の支援を行
います。

事業承継の支援　126万円
事業承継の重要性をセミナーなどを通して周知・普及すると
ともに、事業承継を行う事業者に、司法書士などへ支払う費
用の一部を補助し、事業承継を推進します。

製造事業者のデジタルトランスフォーメーションの促進　1,098万円
IoTやAIなどのデジタル技術の導入や企業内デジタル人材
の育成により、ものづくり産業の生産性向上や人材不足など
の課題解決に取り組みます。

観光産業の高度化　600万円
三庭園（松雲山荘、秋幸苑（飯塚邸）、貞
観園）に食・文化を組み合わせたプレミ
アムツアーを柱として展開する市独自
の観光キャンペーンや、意欲ある観光事
業者・団体などが取り組む体験型・滞在
型の観光商品開発を支援し、観光産業
の高度化を目指します。

【継続事業】
森林整備を支援　1,392万円
経営管理権集積計画を作成するため、森林の所有者に対し、
意向調査を行います。また、柏崎地域森林組合が森林の施業
を予定する林道や作業道の安全な通行確保のため、維持管
理と補修工事を行います。

ものづくり産業の高付加価値化を促進　4,165万円
設備投資に対する固定資産税の減免や各種奨励金の交付を
行い、基幹産業であるものづくり産業の生産性向上を支援
します。また、知的財産権や国際規格認証取得、新技術・新製
品の研究開発を支援し、企業ブランドの向上と高付加価値
化を図ります。

情報産業振興の取り組み　1,256万円
情報政策官による経営相談や高度IT人材の育成、IT商品の
開発を支援します。また、イノベーションや異業種交流の促
進が期待される拠点施設を支援し、市の情報産業売上規模
70億円の実現を目指します。

創業の支援　619万円
個別創業相談や、創業塾「柏崎・社長のたまご塾」を実施し
て、市民の創業意欲を高めます。併せて、創業時の広告宣伝
費や事業所の改装費用、家賃などへの補助を行い、創業しや
すい環境を整えます。

廃炉産業創出の取り組み　135万円
原子力発電所の長期にわたる廃炉工程を新たな産業の創出
に結び付けるため、産官学で構成する勉強会で調査研究を
行います。

海の魅力を発信　1,550万円
番神自然水族館やみなとまち海浜公園アウトドアエリア、柏
崎港観光交流センター「夕海」など新たな柏崎の海の魅力を
積極的に発信し、関係機関と連携しながら、海水浴シーズン
以外の観光誘客を図ります。

【新規事業】
地域おこし協力隊の定住支援　122万円
都市部などから地域おこし協力隊として移住してきた若者
などが任期終了後に起業、事業承継または複数の仕事など
で柏崎市に引き続き住み続けることに対して、起業・事業承
継、賃貸住宅の家賃の費用を支援します。

障がい福祉従事者の人材確保・育成を支援　253万円
安定した障がい福祉サービスを提供するため、障がい福祉
施設で働く方のスキルアップや職場定着、福祉職の魅力を
発信し、イメージアップ・理解促進を図り、人材確保の取り組
みを行う法人などに補助金を交付します。

【拡充事業】
介護従事者の人材確保・育成を支援　4,728万円

介護施設などに勤務
する職員のスキル
アップや職場定着、新
たな人材確保の支援
のため、補助金を交
付します。また、若い
世代に対して出前講

座などで介護職の魅力を発信することで、介護のイメージ
アップ・理解促進を図り、将来的な介護人材の確保につなげ
ます。

中小企業者などの人材確保を支援　999万円
柏崎職安管内雇用促進協議会による企業説明会などの実施
とともに、オンライン就職説明会など新たな採用活動に取り
組む市内中小企業に、その活動費用を助成することにより、
柏崎地域の労働力を確保します。

特別支援学級の介助員の増員　8,985万円
特別支援学級の介助員を増員して配置し、特別支援学級に在
籍する児童生徒の学習や自立に向けての補助を行います。

特別支援教育の推進　678万円
適正な就学の判断のため、特別支援教育推進嘱託指導主事
を配置するとともに、新たに特別支援教育相談員を配置し
て、学校のサポート、負担軽減を行います。また、特別支援教
育会議にかかる費用を負担します。

指導補助員などを増員　1億1,755万円
支援が必要な児童生徒の学習支援や介助のため、指導補助
員を増員して配置するとともに、学校教諭の負担軽減のた
めの部活動指導員を配置します。また、外国籍児童生徒の就
学体制を整備します。

【新規事業】
小規模保育を実施する事業所への負担金　3,388万円
小規模保育事業を実施する事業所の運営にかかる経費の
一部を負担します。

屋内遊び場利用券の発行　1,488万円
8歳までの子どもを対象に屋内遊び場施設の施設利用券を
発行して、利用料を補助します。

【継続事業】
子育て応援券の発行
2,577万円
3歳までのお子さんがいる世
帯に、多様な子育て支援サー
ビスが利用できる子育て応援
券を発行します。

児童クラブの整備　1,900万円
子どもたちが安心安全に過ごし、健全な成長ができるよ
う、児童クラブの施設整備などを行います。

家庭児童相談室の運営　1,032万円
家庭児童相談員を配置し、家庭の養育環境などの支援が必
要な方の相談に応じ、関係機関と連携を図りながら支援し
ます。

私立保育園整備への支援　3,223万円
私立認定こども園整備への支援　3,348万円
子どもを安心して育てることができる環境整備のため、施
設整備を行う私立保育園・私立認定こども園などに補助金
を交付します。

子供の遊び場整備への支援　306万円
町内会などが行う子どもの遊び場の整備の経費に補助金
を交付します。

不妊治療への助成　530万円
高額な医療費がかかる不妊治療・不育治療の治療費の一部
を助成して、経済的負担の軽減を図ります。

新型コロナウイルス感染症対策
次世代エネルギーの活用による温暖化対
策の推進、環境・エネルギー産業の創出

子育て支援人材育成・確保

予算書をデジタル化「デジタル予算書」

デジタル予算書の特徴
●予算や決算の事務事業と総合計画の主要施策などの
情報を閲覧できる

●施策、事務事業、予算項目などのさまざまな角度から
閲覧や検索ができる

●検索・絞り込み機能により、調べたい事業を抽出できる
●地区別情報・写真（重点事業のみ）・グラフなど、数値以
外の情報を交えて分かりやすく紹介

これまで紙で作成していた予算書をパソコン・タブ
レット・スマートフォンでも見ることができます。
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※千円以下を切り捨てた金額を表記しています。

【新規事業】
ポストコロナに向けて取り組む事業者への支援　5,000万円
新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも雇用を維
持する製造事業者や、非対面型ビジネスモデルへの転換や
テレワーク環境の整備など、ポストコロナに対応した経済構
造の転換・好循環の実現に取り組む事業者を支援します。

【継続事業】
疾病予防対策の支援　1,008万円
障がい児者施設、救護施設または高齢者施設へ新たに入所
する方に、新型コロナウイルス感染症のPCR検査または抗
原定量検査の費用を助成します。

公立保育園の感染症対策　750万円
公立保育園の新型コロナウイルス感染症対策のための消
耗品や備品などを購入します。

私立保育園の感染症対策への支援　600万円
私立保育園が新型コロナウイルス感染症対策のために購
入した消耗品や備品などの経費に、補助金を交付します。

衛生備蓄品の確保　50万円
新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、市場でマス
クや消毒液の流通が滞り、医療や介護の現場で確保が困難
となった場合などに備え、速やかに適切な配布を行えるよ
う備蓄品の補充を行います。

【新規事業】
地域エネルギー会社の設立・連携　8,035万円
市の施策と連携した事業を展開する地域エネルギー会社
の設立準備・出資を行うほか、設立後の運営支援を行いま
す。

環境・エネルギー産業拠点化推進基金の創設　20億316万円
環境・エネルギー産業拠点化推進基金を創設します。

【拡充事業】
地中熱空調設備の導入　1億2,200万円
経済産業省のエネルギー構造高度化・転換理解促進事業費
補助金を活用して、消防本部・消防署の事務所に地中熱を
利用した空調設備を導入します。

【継続事業】
次世代エネルギーの研究　414万円
公共施設をはじめとする市内への再生可能エネルギーの
導入や、次世代エネルギーの研究・検討を進めるほか、導入
施設を活用した見学会などを開催してエネルギーに対す
る市民の皆さんの理解を促進します。

太陽光発電設備の導入　7,850万円
荒浜コミセンに太陽光発電設備を設置して、再生可能エネ
ルギー導入の推進を図ります。

地球温暖化への対策　592万円
地球温暖化対策の普及事業として、小・中学校での環境プ
ログラムの実施、職員による出前講座などを行います。ま
た、電気自動車の普及推進のため、庁用車としてリースし
ている電気自動車の入れ替えや、市役所に設置した電気自
動車急速充電器の電気代を負担します。

【継続事業】
Ｕ・Ｉターンの促進　3,290万円
移住を考えている方への情報提供・情報収集のため、新潟県
主催セミナーなどに参加します。また、移住した方に住宅家
賃などの補助金を交付します。

防災意識の向上を支援　559万円
防災出前講座や防災士フォローアップ研修、地区防災計画作
成の技術的支援などを通じて、地域の防災意識向上と具体
的な防災活動に向けた事業を行います。また、中越沖地震メ
モリアル防災教育推進事業と連携し地域防災力向上を図り
ます。

福祉職員の就職を支援　101万円
福祉・保育・看護などの資格を持つ方が、市内の障がい児者の
入所施設へ新たに勤務する場合に補助金を交付します。

介護職員の就職を支援　360万円
介護職に必要な資格をお持ちの方が新たに市内介護事業所
に勤務する場合に補助金を交付します。

看護師の就職を支援　2,125万円
保健師、助産師、看護師、准看護師の資格をお持ちの方が新
たに市内の病院、訪問看護ステーション、介護施設、障がい児
者の入所施設に勤務される場合に就職助成金を交付します。

認定看護師の資格取得を支援　924万円
キャリアアップを目指す看護職員の定着促進を図るため、認
定看護師の資格取得を推進する病院を支援します。

青年等就農者への支援　1,050万円
独立農業経営を開始した青年等就農者の自立した経営の安
定を図るため、国の資金による支援金を交付します。

新規就農者への支援　117万円
就農人口の増加および移住の促進を図るため、市外からの新
規就農希望者の農業体験に係る費用を支援します。

農業法人などによる人材育成を支援　244万円
経営の安定および人材の育成・定着を促進するため、農業法
人などが新規就農者を雇用して実施する技術習得などの研
修を支援します。

Ｕ・Ｉターンの新規就農者への支援　90万円
新規就農を目的に市外から移住してきた農業者に、新規就
農に必要な経費を支援します。

林業従事者の確保・育成を支援　612万円
森林整備の担い手である柏崎地域森林組合の新規雇用の促
進と人材確保を図るため、補助金を交付します。

漁業就業者への支援　240万円
漁業者の漁船購入への補助および新規漁業就業者の初期
段階での経営支援を行い、担い手の確保・育成と生産性の向
上を図ります。

市内企業の魅力を発信　100万円
大学生を対象とした企業見学会を実施し、基幹産業である
ものづくり産業の人材確保を支援します。

ものづくり産業の人材育成を強化　510万円
資格、免許および技能検定の取得費用を助成するとともに、
ものづくりマイスターカレッジや高校生インターンシップ事
業を支援し、優れた若手技術者の確保・育成を推進します。

小・中学校のICT環境の維持管理　2億662万円
国のGIGAスクール
構想で配備したタブ
レット端末およびパ
ソコンの維持管理を
するとともに、新たに
ＩＣＴ支援員を配置し
て学習環境の向上を
図ります。

産業振興
【新規事業】
市街地に出没する有害鳥獣への対策　287万円
市街地へ出没する有害鳥獣の捕獲およびパトロールを行う
とともに、農地以外に設置する防護柵などにかかる費用を補
助し、市民生活の安全確保を図ります。

園芸機械の導入・整備を支援　1,036万円
生産効率の向上による園芸産地の拡大を図るため、園芸作
物の生産に必要な機械の整備費用を補助します。

かしわざ“木”の力を発信　350万円
柏崎産木材で製作したベンチ・掲示ボードを市内の保育園・
幼稚園に配布して、木の魅力の再認識を促すとともに、木材
製品の利用増加により、林業従事者の活性化につなげ、森林
整備を促進します。また、地元産木材を活用した新たな地場
産品を創出します。

【拡充事業】
柏崎産米のブランド力を強化　1,507万円
柏崎産ブランド米「米山プリンセス」に取り組む農業者に、土
づくり・機械機器などの整備に要する経費を補助するととも
に、ブランド力向上のためのPR活動などを強化し、付加価値
を高め、有利販売による農業者の所得向上を図ります。

有害鳥獣による農業被害への対策　776万円
有害鳥獣による農業被害防止およびその軽減を図るため、
柏崎市有害鳥獣被害対策協議会が実施する捕獲事業や定期
パトロールなどを強化します。また、わな猟免許を取得する
際の支援による担い手の確保に努めるとともに、電気柵設
置費用の補助を拡大して支援します。

柏崎産ヒゲソリダイの養殖事業化を支援　186万円
養殖ヒゲソリダイの認知度を高めるため、試食会を兼ねた講
演会を開催するとともに、養殖の実現に向け、現在検証して
いる試験的な取り組みに対して、飼料、飼育資材の支援を行
います。

事業承継の支援　126万円
事業承継の重要性をセミナーなどを通して周知・普及すると
ともに、事業承継を行う事業者に、司法書士などへ支払う費
用の一部を補助し、事業承継を推進します。

製造事業者のデジタルトランスフォーメーションの促進　1,098万円
IoTやAIなどのデジタル技術の導入や企業内デジタル人材
の育成により、ものづくり産業の生産性向上や人材不足など
の課題解決に取り組みます。

観光産業の高度化　600万円
三庭園（松雲山荘、秋幸苑（飯塚邸）、貞
観園）に食・文化を組み合わせたプレミ
アムツアーを柱として展開する市独自
の観光キャンペーンや、意欲ある観光事
業者・団体などが取り組む体験型・滞在
型の観光商品開発を支援し、観光産業
の高度化を目指します。

【継続事業】
森林整備を支援　1,392万円
経営管理権集積計画を作成するため、森林の所有者に対し、
意向調査を行います。また、柏崎地域森林組合が森林の施業
を予定する林道や作業道の安全な通行確保のため、維持管
理と補修工事を行います。

ものづくり産業の高付加価値化を促進　4,165万円
設備投資に対する固定資産税の減免や各種奨励金の交付を
行い、基幹産業であるものづくり産業の生産性向上を支援
します。また、知的財産権や国際規格認証取得、新技術・新製
品の研究開発を支援し、企業ブランドの向上と高付加価値
化を図ります。

情報産業振興の取り組み　1,256万円
情報政策官による経営相談や高度IT人材の育成、IT商品の
開発を支援します。また、イノベーションや異業種交流の促
進が期待される拠点施設を支援し、市の情報産業売上規模
70億円の実現を目指します。

創業の支援　619万円
個別創業相談や、創業塾「柏崎・社長のたまご塾」を実施し
て、市民の創業意欲を高めます。併せて、創業時の広告宣伝
費や事業所の改装費用、家賃などへの補助を行い、創業しや
すい環境を整えます。

廃炉産業創出の取り組み　135万円
原子力発電所の長期にわたる廃炉工程を新たな産業の創出
に結び付けるため、産官学で構成する勉強会で調査研究を
行います。

海の魅力を発信　1,550万円
番神自然水族館やみなとまち海浜公園アウトドアエリア、柏
崎港観光交流センター「夕海」など新たな柏崎の海の魅力を
積極的に発信し、関係機関と連携しながら、海水浴シーズン
以外の観光誘客を図ります。

【新規事業】
地域おこし協力隊の定住支援　122万円
都市部などから地域おこし協力隊として移住してきた若者
などが任期終了後に起業、事業承継または複数の仕事など
で柏崎市に引き続き住み続けることに対して、起業・事業承
継、賃貸住宅の家賃の費用を支援します。

障がい福祉従事者の人材確保・育成を支援　253万円
安定した障がい福祉サービスを提供するため、障がい福祉
施設で働く方のスキルアップや職場定着、福祉職の魅力を
発信し、イメージアップ・理解促進を図り、人材確保の取り組
みを行う法人などに補助金を交付します。

【拡充事業】
介護従事者の人材確保・育成を支援　4,728万円

介護施設などに勤務
する職員のスキル
アップや職場定着、新
たな人材確保の支援
のため、補助金を交
付します。また、若い
世代に対して出前講

座などで介護職の魅力を発信することで、介護のイメージ
アップ・理解促進を図り、将来的な介護人材の確保につなげ
ます。

中小企業者などの人材確保を支援　999万円
柏崎職安管内雇用促進協議会による企業説明会などの実施
とともに、オンライン就職説明会など新たな採用活動に取り
組む市内中小企業に、その活動費用を助成することにより、
柏崎地域の労働力を確保します。

特別支援学級の介助員の増員　8,985万円
特別支援学級の介助員を増員して配置し、特別支援学級に在
籍する児童生徒の学習や自立に向けての補助を行います。

特別支援教育の推進　678万円
適正な就学の判断のため、特別支援教育推進嘱託指導主事
を配置するとともに、新たに特別支援教育相談員を配置し
て、学校のサポート、負担軽減を行います。また、特別支援教
育会議にかかる費用を負担します。

指導補助員などを増員　1億1,755万円
支援が必要な児童生徒の学習支援や介助のため、指導補助
員を増員して配置するとともに、学校教諭の負担軽減のた
めの部活動指導員を配置します。また、外国籍児童生徒の就
学体制を整備します。

【新規事業】
小規模保育を実施する事業所への負担金　3,388万円
小規模保育事業を実施する事業所の運営にかかる経費の
一部を負担します。

屋内遊び場利用券の発行　1,488万円
8歳までの子どもを対象に屋内遊び場施設の施設利用券を
発行して、利用料を補助します。

【継続事業】
子育て応援券の発行
2,577万円
3歳までのお子さんがいる世
帯に、多様な子育て支援サー
ビスが利用できる子育て応援
券を発行します。

児童クラブの整備　1,900万円
子どもたちが安心安全に過ごし、健全な成長ができるよ
う、児童クラブの施設整備などを行います。

家庭児童相談室の運営　1,032万円
家庭児童相談員を配置し、家庭の養育環境などの支援が必
要な方の相談に応じ、関係機関と連携を図りながら支援し
ます。

私立保育園整備への支援　3,223万円
私立認定こども園整備への支援　3,348万円
子どもを安心して育てることができる環境整備のため、施
設整備を行う私立保育園・私立認定こども園などに補助金
を交付します。

子供の遊び場整備への支援　306万円
町内会などが行う子どもの遊び場の整備の経費に補助金
を交付します。

不妊治療への助成　530万円
高額な医療費がかかる不妊治療・不育治療の治療費の一部
を助成して、経済的負担の軽減を図ります。

新型コロナウイルス感染症対策
次世代エネルギーの活用による温暖化対
策の推進、環境・エネルギー産業の創出

子育て支援人材育成・確保

予算書をデジタル化「デジタル予算書」

デジタル予算書の特徴
●予算や決算の事務事業と総合計画の主要施策などの
情報を閲覧できる

●施策、事務事業、予算項目などのさまざまな角度から
閲覧や検索ができる

●検索・絞り込み機能により、調べたい事業を抽出できる
●地区別情報・写真（重点事業のみ）・グラフなど、数値以
外の情報を交えて分かりやすく紹介

これまで紙で作成していた予算書をパソコン・タブ
レット・スマートフォンでも見ることができます。
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【新規事業】
ポストコロナに向けて取り組む事業者への支援　5,000万円
新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも雇用を維
持する製造事業者や、非対面型ビジネスモデルへの転換や
テレワーク環境の整備など、ポストコロナに対応した経済構
造の転換・好循環の実現に取り組む事業者を支援します。

【継続事業】
疾病予防対策の支援　1,008万円
障がい児者施設、救護施設または高齢者施設へ新たに入所
する方に、新型コロナウイルス感染症のPCR検査または抗
原定量検査の費用を助成します。

公立保育園の感染症対策　750万円
公立保育園の新型コロナウイルス感染症対策のための消
耗品や備品などを購入します。

私立保育園の感染症対策への支援　600万円
私立保育園が新型コロナウイルス感染症対策のために購
入した消耗品や備品などの経費に、補助金を交付します。

衛生備蓄品の確保　50万円
新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、市場でマス
クや消毒液の流通が滞り、医療や介護の現場で確保が困難
となった場合などに備え、速やかに適切な配布を行えるよ
う備蓄品の補充を行います。

【新規事業】
地域エネルギー会社の設立・連携　8,035万円
市の施策と連携した事業を展開する地域エネルギー会社
の設立準備・出資を行うほか、設立後の運営支援を行いま
す。

環境・エネルギー産業拠点化推進基金の創設　20億316万円
環境・エネルギー産業拠点化推進基金を創設します。

【拡充事業】
地中熱空調設備の導入　1億2,200万円
経済産業省のエネルギー構造高度化・転換理解促進事業費
補助金を活用して、消防本部・消防署の事務所に地中熱を
利用した空調設備を導入します。

【継続事業】
次世代エネルギーの研究　414万円
公共施設をはじめとする市内への再生可能エネルギーの
導入や、次世代エネルギーの研究・検討を進めるほか、導入
施設を活用した見学会などを開催してエネルギーに対す
る市民の皆さんの理解を促進します。

太陽光発電設備の導入　7,850万円
荒浜コミセンに太陽光発電設備を設置して、再生可能エネ
ルギー導入の推進を図ります。

地球温暖化への対策　592万円
地球温暖化対策の普及事業として、小・中学校での環境プ
ログラムの実施、職員による出前講座などを行います。ま
た、電気自動車の普及推進のため、庁用車としてリースし
ている電気自動車の入れ替えや、市役所に設置した電気自
動車急速充電器の電気代を負担します。

【継続事業】
Ｕ・Ｉターンの促進　3,290万円
移住を考えている方への情報提供・情報収集のため、新潟県
主催セミナーなどに参加します。また、移住した方に住宅家
賃などの補助金を交付します。

防災意識の向上を支援　559万円
防災出前講座や防災士フォローアップ研修、地区防災計画作
成の技術的支援などを通じて、地域の防災意識向上と具体
的な防災活動に向けた事業を行います。また、中越沖地震メ
モリアル防災教育推進事業と連携し地域防災力向上を図り
ます。

福祉職員の就職を支援　101万円
福祉・保育・看護などの資格を持つ方が、市内の障がい児者の
入所施設へ新たに勤務する場合に補助金を交付します。

介護職員の就職を支援　360万円
介護職に必要な資格をお持ちの方が新たに市内介護事業所
に勤務する場合に補助金を交付します。

看護師の就職を支援　2,125万円
保健師、助産師、看護師、准看護師の資格をお持ちの方が新
たに市内の病院、訪問看護ステーション、介護施設、障がい児
者の入所施設に勤務される場合に就職助成金を交付します。

認定看護師の資格取得を支援　924万円
キャリアアップを目指す看護職員の定着促進を図るため、認
定看護師の資格取得を推進する病院を支援します。

青年等就農者への支援　1,050万円
独立農業経営を開始した青年等就農者の自立した経営の安
定を図るため、国の資金による支援金を交付します。

新規就農者への支援　117万円
就農人口の増加および移住の促進を図るため、市外からの新
規就農希望者の農業体験に係る費用を支援します。

農業法人などによる人材育成を支援　244万円
経営の安定および人材の育成・定着を促進するため、農業法
人などが新規就農者を雇用して実施する技術習得などの研
修を支援します。

Ｕ・Ｉターンの新規就農者への支援　90万円
新規就農を目的に市外から移住してきた農業者に、新規就
農に必要な経費を支援します。

林業従事者の確保・育成を支援　612万円
森林整備の担い手である柏崎地域森林組合の新規雇用の促
進と人材確保を図るため、補助金を交付します。

漁業就業者への支援　240万円
漁業者の漁船購入への補助および新規漁業就業者の初期
段階での経営支援を行い、担い手の確保・育成と生産性の向
上を図ります。

市内企業の魅力を発信　100万円
大学生を対象とした企業見学会を実施し、基幹産業である
ものづくり産業の人材確保を支援します。

ものづくり産業の人材育成を強化　510万円
資格、免許および技能検定の取得費用を助成するとともに、
ものづくりマイスターカレッジや高校生インターンシップ事
業を支援し、優れた若手技術者の確保・育成を推進します。

小・中学校のICT環境の維持管理　2億662万円
国のGIGAスクール
構想で配備したタブ
レット端末およびパ
ソコンの維持管理を
するとともに、新たに
ＩＣＴ支援員を配置し
て学習環境の向上を
図ります。

産業振興
【新規事業】
市街地に出没する有害鳥獣への対策　287万円
市街地へ出没する有害鳥獣の捕獲およびパトロールを行う
とともに、農地以外に設置する防護柵などにかかる費用を補
助し、市民生活の安全確保を図ります。

園芸機械の導入・整備を支援　1,036万円
生産効率の向上による園芸産地の拡大を図るため、園芸作
物の生産に必要な機械の整備費用を補助します。

かしわざ“木”の力を発信　350万円
柏崎産木材で製作したベンチ・掲示ボードを市内の保育園・
幼稚園に配布して、木の魅力の再認識を促すとともに、木材
製品の利用増加により、林業従事者の活性化につなげ、森林
整備を促進します。また、地元産木材を活用した新たな地場
産品を創出します。

【拡充事業】
柏崎産米のブランド力を強化　1,507万円
柏崎産ブランド米「米山プリンセス」に取り組む農業者に、土
づくり・機械機器などの整備に要する経費を補助するととも
に、ブランド力向上のためのPR活動などを強化し、付加価値
を高め、有利販売による農業者の所得向上を図ります。

有害鳥獣による農業被害への対策　776万円
有害鳥獣による農業被害防止およびその軽減を図るため、
柏崎市有害鳥獣被害対策協議会が実施する捕獲事業や定期
パトロールなどを強化します。また、わな猟免許を取得する
際の支援による担い手の確保に努めるとともに、電気柵設
置費用の補助を拡大して支援します。

柏崎産ヒゲソリダイの養殖事業化を支援　186万円
養殖ヒゲソリダイの認知度を高めるため、試食会を兼ねた講
演会を開催するとともに、養殖の実現に向け、現在検証して
いる試験的な取り組みに対して、飼料、飼育資材の支援を行
います。

事業承継の支援　126万円
事業承継の重要性をセミナーなどを通して周知・普及すると
ともに、事業承継を行う事業者に、司法書士などへ支払う費
用の一部を補助し、事業承継を推進します。

製造事業者のデジタルトランスフォーメーションの促進　1,098万円
IoTやAIなどのデジタル技術の導入や企業内デジタル人材
の育成により、ものづくり産業の生産性向上や人材不足など
の課題解決に取り組みます。

観光産業の高度化　600万円
三庭園（松雲山荘、秋幸苑（飯塚邸）、貞
観園）に食・文化を組み合わせたプレミ
アムツアーを柱として展開する市独自
の観光キャンペーンや、意欲ある観光事
業者・団体などが取り組む体験型・滞在
型の観光商品開発を支援し、観光産業
の高度化を目指します。

【継続事業】
森林整備を支援　1,392万円
経営管理権集積計画を作成するため、森林の所有者に対し、
意向調査を行います。また、柏崎地域森林組合が森林の施業
を予定する林道や作業道の安全な通行確保のため、維持管
理と補修工事を行います。

ものづくり産業の高付加価値化を促進　4,165万円
設備投資に対する固定資産税の減免や各種奨励金の交付を
行い、基幹産業であるものづくり産業の生産性向上を支援
します。また、知的財産権や国際規格認証取得、新技術・新製
品の研究開発を支援し、企業ブランドの向上と高付加価値
化を図ります。

情報産業振興の取り組み　1,256万円
情報政策官による経営相談や高度IT人材の育成、IT商品の
開発を支援します。また、イノベーションや異業種交流の促
進が期待される拠点施設を支援し、市の情報産業売上規模
70億円の実現を目指します。

創業の支援　619万円
個別創業相談や、創業塾「柏崎・社長のたまご塾」を実施し
て、市民の創業意欲を高めます。併せて、創業時の広告宣伝
費や事業所の改装費用、家賃などへの補助を行い、創業しや
すい環境を整えます。

廃炉産業創出の取り組み　135万円
原子力発電所の長期にわたる廃炉工程を新たな産業の創出
に結び付けるため、産官学で構成する勉強会で調査研究を
行います。

海の魅力を発信　1,550万円
番神自然水族館やみなとまち海浜公園アウトドアエリア、柏
崎港観光交流センター「夕海」など新たな柏崎の海の魅力を
積極的に発信し、関係機関と連携しながら、海水浴シーズン
以外の観光誘客を図ります。

【新規事業】
地域おこし協力隊の定住支援　122万円
都市部などから地域おこし協力隊として移住してきた若者
などが任期終了後に起業、事業承継または複数の仕事など
で柏崎市に引き続き住み続けることに対して、起業・事業承
継、賃貸住宅の家賃の費用を支援します。

障がい福祉従事者の人材確保・育成を支援　253万円
安定した障がい福祉サービスを提供するため、障がい福祉
施設で働く方のスキルアップや職場定着、福祉職の魅力を
発信し、イメージアップ・理解促進を図り、人材確保の取り組
みを行う法人などに補助金を交付します。

【拡充事業】
介護従事者の人材確保・育成を支援　4,728万円

介護施設などに勤務
する職員のスキル
アップや職場定着、新
たな人材確保の支援
のため、補助金を交
付します。また、若い
世代に対して出前講

座などで介護職の魅力を発信することで、介護のイメージ
アップ・理解促進を図り、将来的な介護人材の確保につなげ
ます。

中小企業者などの人材確保を支援　999万円
柏崎職安管内雇用促進協議会による企業説明会などの実施
とともに、オンライン就職説明会など新たな採用活動に取り
組む市内中小企業に、その活動費用を助成することにより、
柏崎地域の労働力を確保します。

特別支援学級の介助員の増員　8,985万円
特別支援学級の介助員を増員して配置し、特別支援学級に在
籍する児童生徒の学習や自立に向けての補助を行います。

特別支援教育の推進　678万円
適正な就学の判断のため、特別支援教育推進嘱託指導主事
を配置するとともに、新たに特別支援教育相談員を配置し
て、学校のサポート、負担軽減を行います。また、特別支援教
育会議にかかる費用を負担します。

指導補助員などを増員　1億1,755万円
支援が必要な児童生徒の学習支援や介助のため、指導補助
員を増員して配置するとともに、学校教諭の負担軽減のた
めの部活動指導員を配置します。また、外国籍児童生徒の就
学体制を整備します。

【新規事業】
小規模保育を実施する事業所への負担金　3,388万円
小規模保育事業を実施する事業所の運営にかかる経費の
一部を負担します。

屋内遊び場利用券の発行　1,488万円
8歳までの子どもを対象に屋内遊び場施設の施設利用券を
発行して、利用料を補助します。

【継続事業】
子育て応援券の発行
2,577万円
3歳までのお子さんがいる世
帯に、多様な子育て支援サー
ビスが利用できる子育て応援
券を発行します。

児童クラブの整備　1,900万円
子どもたちが安心安全に過ごし、健全な成長ができるよ
う、児童クラブの施設整備などを行います。

家庭児童相談室の運営　1,032万円
家庭児童相談員を配置し、家庭の養育環境などの支援が必
要な方の相談に応じ、関係機関と連携を図りながら支援し
ます。

私立保育園整備への支援　3,223万円
私立認定こども園整備への支援　3,348万円
子どもを安心して育てることができる環境整備のため、施
設整備を行う私立保育園・私立認定こども園などに補助金
を交付します。

子供の遊び場整備への支援　306万円
町内会などが行う子どもの遊び場の整備の経費に補助金
を交付します。

不妊治療への助成　530万円
高額な医療費がかかる不妊治療・不育治療の治療費の一部
を助成して、経済的負担の軽減を図ります。

※3ページ「人材育成・確保」の続き。
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【新規事業】
ポストコロナに向けて取り組む事業者への支援　5,000万円
新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも雇用を維
持する製造事業者や、非対面型ビジネスモデルへの転換や
テレワーク環境の整備など、ポストコロナに対応した経済構
造の転換・好循環の実現に取り組む事業者を支援します。

【継続事業】
疾病予防対策の支援　1,008万円
障がい児者施設、救護施設または高齢者施設へ新たに入所
する方に、新型コロナウイルス感染症のPCR検査または抗
原定量検査の費用を助成します。

公立保育園の感染症対策　750万円
公立保育園の新型コロナウイルス感染症対策のための消
耗品や備品などを購入します。

私立保育園の感染症対策への支援　600万円
私立保育園が新型コロナウイルス感染症対策のために購
入した消耗品や備品などの経費に、補助金を交付します。

衛生備蓄品の確保　50万円
新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、市場でマス
クや消毒液の流通が滞り、医療や介護の現場で確保が困難
となった場合などに備え、速やかに適切な配布を行えるよ
う備蓄品の補充を行います。

【新規事業】
地域エネルギー会社の設立・連携　8,035万円
市の施策と連携した事業を展開する地域エネルギー会社
の設立準備・出資を行うほか、設立後の運営支援を行いま
す。

環境・エネルギー産業拠点化推進基金の創設　20億316万円
環境・エネルギー産業拠点化推進基金を創設します。

【拡充事業】
地中熱空調設備の導入　1億2,200万円
経済産業省のエネルギー構造高度化・転換理解促進事業費
補助金を活用して、消防本部・消防署の事務所に地中熱を
利用した空調設備を導入します。

【継続事業】
次世代エネルギーの研究　414万円
公共施設をはじめとする市内への再生可能エネルギーの
導入や、次世代エネルギーの研究・検討を進めるほか、導入
施設を活用した見学会などを開催してエネルギーに対す
る市民の皆さんの理解を促進します。

太陽光発電設備の導入　7,850万円
荒浜コミセンに太陽光発電設備を設置して、再生可能エネ
ルギー導入の推進を図ります。

地球温暖化への対策　592万円
地球温暖化対策の普及事業として、小・中学校での環境プ
ログラムの実施、職員による出前講座などを行います。ま
た、電気自動車の普及推進のため、庁用車としてリースし
ている電気自動車の入れ替えや、市役所に設置した電気自
動車急速充電器の電気代を負担します。

【継続事業】
Ｕ・Ｉターンの促進　3,290万円
移住を考えている方への情報提供・情報収集のため、新潟県
主催セミナーなどに参加します。また、移住した方に住宅家
賃などの補助金を交付します。

防災意識の向上を支援　559万円
防災出前講座や防災士フォローアップ研修、地区防災計画作
成の技術的支援などを通じて、地域の防災意識向上と具体
的な防災活動に向けた事業を行います。また、中越沖地震メ
モリアル防災教育推進事業と連携し地域防災力向上を図り
ます。

福祉職員の就職を支援　101万円
福祉・保育・看護などの資格を持つ方が、市内の障がい児者の
入所施設へ新たに勤務する場合に補助金を交付します。

介護職員の就職を支援　360万円
介護職に必要な資格をお持ちの方が新たに市内介護事業所
に勤務する場合に補助金を交付します。

看護師の就職を支援　2,125万円
保健師、助産師、看護師、准看護師の資格をお持ちの方が新
たに市内の病院、訪問看護ステーション、介護施設、障がい児
者の入所施設に勤務される場合に就職助成金を交付します。

認定看護師の資格取得を支援　924万円
キャリアアップを目指す看護職員の定着促進を図るため、認
定看護師の資格取得を推進する病院を支援します。

青年等就農者への支援　1,050万円
独立農業経営を開始した青年等就農者の自立した経営の安
定を図るため、国の資金による支援金を交付します。

新規就農者への支援　117万円
就農人口の増加および移住の促進を図るため、市外からの新
規就農希望者の農業体験に係る費用を支援します。

農業法人などによる人材育成を支援　244万円
経営の安定および人材の育成・定着を促進するため、農業法
人などが新規就農者を雇用して実施する技術習得などの研
修を支援します。

Ｕ・Ｉターンの新規就農者への支援　90万円
新規就農を目的に市外から移住してきた農業者に、新規就
農に必要な経費を支援します。

林業従事者の確保・育成を支援　612万円
森林整備の担い手である柏崎地域森林組合の新規雇用の促
進と人材確保を図るため、補助金を交付します。

漁業就業者への支援　240万円
漁業者の漁船購入への補助および新規漁業就業者の初期
段階での経営支援を行い、担い手の確保・育成と生産性の向
上を図ります。

市内企業の魅力を発信　100万円
大学生を対象とした企業見学会を実施し、基幹産業である
ものづくり産業の人材確保を支援します。

ものづくり産業の人材育成を強化　510万円
資格、免許および技能検定の取得費用を助成するとともに、
ものづくりマイスターカレッジや高校生インターンシップ事
業を支援し、優れた若手技術者の確保・育成を推進します。

小・中学校のICT環境の維持管理　2億662万円
国のGIGAスクール
構想で配備したタブ
レット端末およびパ
ソコンの維持管理を
するとともに、新たに
ＩＣＴ支援員を配置し
て学習環境の向上を
図ります。

産業振興
【新規事業】
市街地に出没する有害鳥獣への対策　287万円
市街地へ出没する有害鳥獣の捕獲およびパトロールを行う
とともに、農地以外に設置する防護柵などにかかる費用を補
助し、市民生活の安全確保を図ります。

園芸機械の導入・整備を支援　1,036万円
生産効率の向上による園芸産地の拡大を図るため、園芸作
物の生産に必要な機械の整備費用を補助します。

かしわざ“木”の力を発信　350万円
柏崎産木材で製作したベンチ・掲示ボードを市内の保育園・
幼稚園に配布して、木の魅力の再認識を促すとともに、木材
製品の利用増加により、林業従事者の活性化につなげ、森林
整備を促進します。また、地元産木材を活用した新たな地場
産品を創出します。

【拡充事業】
柏崎産米のブランド力を強化　1,507万円
柏崎産ブランド米「米山プリンセス」に取り組む農業者に、土
づくり・機械機器などの整備に要する経費を補助するととも
に、ブランド力向上のためのPR活動などを強化し、付加価値
を高め、有利販売による農業者の所得向上を図ります。

有害鳥獣による農業被害への対策　776万円
有害鳥獣による農業被害防止およびその軽減を図るため、
柏崎市有害鳥獣被害対策協議会が実施する捕獲事業や定期
パトロールなどを強化します。また、わな猟免許を取得する
際の支援による担い手の確保に努めるとともに、電気柵設
置費用の補助を拡大して支援します。

柏崎産ヒゲソリダイの養殖事業化を支援　186万円
養殖ヒゲソリダイの認知度を高めるため、試食会を兼ねた講
演会を開催するとともに、養殖の実現に向け、現在検証して
いる試験的な取り組みに対して、飼料、飼育資材の支援を行
います。

事業承継の支援　126万円
事業承継の重要性をセミナーなどを通して周知・普及すると
ともに、事業承継を行う事業者に、司法書士などへ支払う費
用の一部を補助し、事業承継を推進します。

製造事業者のデジタルトランスフォーメーションの促進　1,098万円
IoTやAIなどのデジタル技術の導入や企業内デジタル人材
の育成により、ものづくり産業の生産性向上や人材不足など
の課題解決に取り組みます。

観光産業の高度化　600万円
三庭園（松雲山荘、秋幸苑（飯塚邸）、貞
観園）に食・文化を組み合わせたプレミ
アムツアーを柱として展開する市独自
の観光キャンペーンや、意欲ある観光事
業者・団体などが取り組む体験型・滞在
型の観光商品開発を支援し、観光産業
の高度化を目指します。

【継続事業】
森林整備を支援　1,392万円
経営管理権集積計画を作成するため、森林の所有者に対し、
意向調査を行います。また、柏崎地域森林組合が森林の施業
を予定する林道や作業道の安全な通行確保のため、維持管
理と補修工事を行います。

ものづくり産業の高付加価値化を促進　4,165万円
設備投資に対する固定資産税の減免や各種奨励金の交付を
行い、基幹産業であるものづくり産業の生産性向上を支援
します。また、知的財産権や国際規格認証取得、新技術・新製
品の研究開発を支援し、企業ブランドの向上と高付加価値
化を図ります。
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新型コロナウイルス感染症対策を強力に推進　　

新型コロナウイルス感染症対策として、令和2（2020）年度の補正予算で、107億3,279万円を計上しました（3月
11日までに市議会へ審議の対象とした分）。項目別に主な事業を紹介します。

公共施設（指定管理施設・図書館など）の感染症対策　1億5,254万円

その他事業（バス運行維持支援金、奨学金貸し付けなど）　1,787万円

●小規模事業者経営支援補助金　3億4,000万円
　売上高などが前年同月比30％以上減少した小規模事業者に補助金を交付しました。
●県信用保証協会保証料負担金　1億1,400万円
　市内事業者が新潟県セーフティネット資金（新型コロナウイルス感染症対策特別融資）を借り入れる際
　の信用保証料を補給しました。
●ものづくり産業雇用維持奨励金　7,000万円
　従業員を解雇せず、雇用を維持した製造事業者に補助金を交付しました。
●事業継続支援補助金　6,000万円
　売上高などが前年同月比30％以上減少した、従業員が21人以上の事業者に補助金を交付しました。
●宿泊事業者等緊急支援金　2,949万円
　売上高などが前年同月比50％以上減少した、宿泊事業者および旅行業者に補助金を交付しました。

経済対策　8億9,269万円

●新型コロナウイルス感染症重点医療機関等設備整備事業補助金　1億5,000万円
　医療機関の感染症拡大防止対策費用に補助金を交付しました。
●柏崎PCR検査センター負担金　510万円
　柏崎PCR検査センターの運営費の一部を負担しました。

医療・福祉対策　2億1,565万円

●特別定額給付金給付費　82億5,000万円
　市民1人当たり10万円を給付しました。
●ひとり親世帯臨時特別給付金給付事業費　9,490万円
　低所得のひとり親世帯に、お子さんの人数に応じて給付金を給付しました。
●子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費　9,100万円
　児童手当の対象児童1人当たり1万円を給付しました。

給付事業　85億2,080万円

●新型コロナウイルスワクチン接種事業　5億5,363万円
　新型コロナウイルスワクチン接種に係る体制の整備を進めています。

ワクチン接種事業　5億5,363万円

●GIGAスクール整備事業　2億7,799万円
　児童・生徒が1人1台のパソコンを利用できる環境を整備しました。
●学校再開に伴う感染症対策・学習保障などに係る支援事業　3,400万円
　感染症拡大防止対策に必要な保健衛生用品・備品の購入などを行いました。

小・中学校の感染症対策　3億6,561万円

●保育園新型コロナウイルス感染症対策事業　800万円
　公立保育園（16園）の感染症拡大防止対策に必要な保健衛生用品・備品の購入などを行いました。
●私立保育園新型コロナウイルス感染症対策事業　600万円
　私立保育園（12園）の感染症拡大防止対策費用として、1園当たり50万円の補助金を交付しました。

保育園の感染症対策　1,400万円

問財政管理課　☎21・2328　℻22・5903
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令和2（2020）年度　補正予算

▼第1次試験日…6/6㈰

▼試験案内…市ホームページからダウンロードでき
ます。市役所3階人事課にもあります。

▼申し込み…4/6㈫～5/21㈮（必着）に市ホーム
ページの電子申請でお申し込みください。

問人事課　☎43・9143　℻22・5904

さぁつくろう！ 柏崎市のミライを！
令和4（2022）年4月1日採用の柏崎市職員を募集

柏崎市職員のやりがい・魅力

募集職種・採用予定人数 受験対象年齢（以下の期間に生まれた方）
一般行政事務【大学卒業程度】5人程度
一般行政事務【障害者】若干名
一般行政土木技師【大学卒業程度】
若干名
一般行政建築技師【大学卒業程度】
若干名
保育士　2人程度
消防士【大学卒業程度】2人程度
消防士【有資格者】2人程度

平成9（1997）年4月2日～平成12（2000）年4月1日
昭和62（1987）年4月2日～平成12（2000）年4月1日

昭和62（1987）年4月2日～平成14（2002）年4月1日

昭和62（1987）年4月2日～平成14（2002）年4月1日

昭和57（1982）年4月2日～
平成9（1997）年4月2日～平成12（2000）年4月1日
平成8（1996）年4月2日～平成14（2002）年4月1日

だいごみ

市ＨＰ
試験案内
先輩職員

インタビュー

YouTube
市消防本部
PR動画

市ＨＰ
電子申請

●窓口業務の他にも、イベントの企画、道路や公園の設計、
火災や災害の予防活動など、幅広い分野へ挑戦すること
で、高い倫理観と使命感、仕事に対する誇りが持てる！
●「ありがとう」という市民の皆さんからの感謝の言葉が仕
事の原動力！
●たくさんの仕事を通じて新しい出会いが見つかる！
　柏崎の魅力も再発見できる！
●コスト意識・想像力・創造力・多面的かつ公平な視点を持っ
て仕事をするのが醍醐味！
●市民の皆さんの生活に直結する仕事なので、責任感とや
りがいを感じることができる！
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行
う

と
、
必
須
工
事
以
外
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
な
ど
の
据
え
置
き
機
器

費
用
な
ど
）
も
補
助
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

必
須
工
事

①
長
寿
命
化
工
事

（例）
外
壁
や
床
、
屋
根
な
ど
の
修
繕
、

キ
ッ
チ
ン
な
ど
の
改
修
　
な
ど

②
省
エ
ネ
化
工
事

（例）
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
取
り
換
え
る
、
断
熱

窓
に
取
り
換
え
る
　
な
ど

③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事

（例）
段
差
解
消
や
手
す
り
の
設
置
な
ど

④
耐
震
化
工
事

（例）
屋
根
の
耐
震
化
、
軽
量
化
、
基
礎
・

壁
の
補
強
工
事
、
道
路
に
面
す
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
除
却
　
な
ど

❶
住
ま
い
快
適
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
・
克
雪
化
・
耐
震
化
を
補
助
し
ま
す

◆
対
象
と
な
ら
な
い
工
事
（
例
）

　（
お
住
ま
い
の
住
宅
と
空
き
家
で
共
通
）

　
必
須
工
事
を
行
っ
て
も
、
次
の
工
事
な

ど
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
建
物
外
の
工
事
（
建
物
外
部
の
配
管
工
事

費
用
は
補
助
対
象
）

●
店
舗
部
分
な
ど
、
住
宅
以
外
の
工
事

●
単
独
の
車
庫
・
物
置
の
工
事

●
各
種
申
請
手
数
料

◆
申
し
込
み

　（
お
住
ま
い
の
住
宅
と
空
き
家
で
共
通
）

　
４
月
19
日
㈪
以
降
、
提
出
書
類
を
直
接

ま
た
は
郵
送
で
、
市
役
所
４
階
建
築
住
宅
課

（
〒
９
４
５
ー
８
５
１
１
日
石
町
２
ー
１
）

へ
。

※

郵
送
の
場
合
、
５
月
28
日
㈮
提
出
締
切
。

　
　
　

◆
提
出
書
類

　（
お
住
ま
い
の
住
宅
と
空
き
家
で
共
通
）

①
交
付
申
請
書

②
住
民
票
の
写
し
（
子
育
て
世
帯
・
２
世
帯
住

宅
は
世
帯
分
の
住
民
票
）

③
市
税
納
税
証
明
書
（
完
納
証
明
）

※

納
税
直
後
は
、
証
明
書
が
発
行
で
き
な
い

た
め
、
領
収
書
・
通
帳
な
ど
支
払
い
を

確
認
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

④
住
宅
の
所
有
者
を
示
す
書
類
（
固
定
資
産
税

課
税
明
細
書
の
コ
ピ
ー
な
ど
。
空
き
家
で
賃

貸
借
す
る
住
宅
は
、
賃
貸
借
契
約
書
な
ど
）

住
宅
（
空
き
家
も
対
象
）
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※

予
算
額
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

◆
お
住
ま
い
の
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム

　す
る
場
合
の
補
助
要
件
　
　
　
　

①
市
内
に
あ
る
個
人
所
有
の
一
戸
建
て
住
宅

（
建
物
の
２
分
の
１
以
上
が
住
宅
）

②
申
請
者
は
市
内
に
住
所
が
あ
る
、
ま
た
は

有
す
る
予
定
で
あ
る

③
住
宅
所
有
者
は
、
申
請
者
ま
た
は
申
請
者

の
ニ
親
等
以
内
の
親
族
で
あ
る

④
市
税
ま
た
は
転
入
前
の
居
住
地
の
市
区
町

村
税
に
未
納
が
な
い

⑤
施
工
者
は
、
市
内
に
本
社
が
あ
る
法
人
事

業
者
。
ま
た
は
市
内
に
住
民
登
録
し
て

い
る
個
人
事
業
者

⑥
必
須
工
事
を
１
つ
以
上
行
う
こ
と

⑦
工
事
完
了
後
、
令
和
４
（
２
０
２
２
）
年

３
月
11
日
㈮
ま
で
に
実
績
報
告
書
を
提

出
す
る
こ
と

◆
お
住
ま
い
の
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム

　す
る
場
合
の
補
助
金
額

（
中
古
住
宅
で
居
住
者
が
不
在
と
な
っ
て

か
ら
１
年
未
満
の
住
宅
も
含
む
）

◆
空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
す
る

　場
合
の
補
助
金
額

❷
克
雪
す
ま
い
づ
く
り

　支
援
事
業

雪
下
ろ
し
が
不
要
な
克
雪
住
宅
（
屋
根

融
雪
装
置
や
急
勾
配
の
屋
根
な
ど
の
住

宅
）
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
な
ど
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
補
助
要
件

①
申
請
者
は
市
内
に
住
所
が
あ
る
、
ま
た

は
有
す
る
こ
と
が
確
定
し
て
る

②
市
税
に
未
納
が
な
い

③
対
象
と
す
る
住
宅
は
指
定
地
区
内
に
あ
り
、

申
請
者
が
自
ら
居
住
ま
た
は
所
有
す
る
住

宅
で
あ
る

　
▼
指
定
地
区…

鵜
川
、
中
通
、
高
柳
町
、
上

条
、
中
鯖
石
、
北
鯖
石
、
南
鯖
石
、
田
尻
、

別
俣
、
高
田
、
野
田
、
北
条
、
上
米
山

④
新
築
、
増
改
築
、
改
良
工
事
を
し
て
克
雪

住
宅
の
種
類
に
応
じ
た
基
準
に
合
わ
せ

る
。
ま
た
は
、
建
売
克
雪
住
宅
を
買
う

④
令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
３
月
11
日
㈮

ま
で
に
実
績
報
告
を
す
る

◆
申
し
込
み

　
10
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
申
請
書
類
を
直

接
、
市
役
所
４
階
建
築
住
宅
課
へ
。

◆
補
助
対
象
工
事
費
の
例

●
克
雪
化
す
る
こ
と
に
よ
り
一
般
住
宅
よ

り
も
増
え
る
工
事
費

●
屋
根
融
雪
装
置
（
構
造
）
の
た
め
の
全

体
工
事
費

地
震
か
ら
家
族
と
財
産
を
守
る
た
め
、

家
屋
の
倒
壊
を
未
然
に
防
ぐ
改
修
費
用
を

補
助
し
ま
す
。

◆
対
象…

昭
和
56
（
１
９
８
１
）
年
５
月

31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅

◆
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
補
助
制
度

１
万
円
の
自
己
負
担
で
耐
震
診
断
が
で

き
ま
す
。

◆
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
費
補
助
制
度

　

　改
修
工
事
に
か
か
っ
た
費
用
の
約
３
分

の
１
（
上
限
１
０
０
万
円
）
を
補
助
し
ま

す
。
壁
な
ど
を
補
強
し
、
一
定
の
基
準
以

上
に
す
る
改
修
工
事
が
対
象
で
す
。

◆
申
し
込
み
　
　
　
　

11
月
30
日
㈫
ま
で
に
申
請
書
類
を
直

接
、
市
役
所
４
階
建
築
住
宅
課
へ
。

※

予
算
額
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

※

申
請
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に
建
築

住
宅
課
に
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

❸
木
造
住
宅
の

　耐
震
診
断
費
・ 

　耐
震
改
修
費
の
補
助

　
　

⑤
リ
フ
ォ
ー
ム
内
容
が
分
か
る
図
面

⑥
写
真
（
住
宅
の
全
景
・
施
工
前
箇
所
）

⑦
工
事
見
積
書
の
コ
ピ
ー

⑧
誓
約
書

⑨
承
諾
書

⑩
同
意
書
　※

空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
で
住
宅

が
共
同
名
義
の
場
合
の
み
。

◆
注
意
点

　（
お
住
ま
い
の
住
宅
と
空
き
家
で
共
通
）

●
補
助
金
の
交
付
決
定
通
知
を
受
け
て
か
ら

工
事
に
着
手
し
て
く
だ
さ
い
。
通
知
前

に
工
事
に
着
手
し
た
場
合
、
補
助
金
は

交
付
さ
れ
ま
せ
ん

●
補
助
の
要
件
・
手
続
き
の
詳
細
は
、
建
築

住
宅
課
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

◆
空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
す
る

　場
合
の
補
助
要
件

（
空
き
家
と
は
１
年
以
上
居
住
者
が
い
な
い

住
宅
）

　
先
の
「
お
住
ま
い
の
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム

す
る
場
合
の
補
助
要
件
」
に
加
え
、
工
事
後

か
ら
５
年
以
上
居
住
す
る
こ
と
が
要
件
に
な

り
ま
す
。

※

空
き
家
は
賃
貸
借
の
住
宅
で
も
対
象
に

な
り
ま
す
。

市ＨＰ
住まい快適リ
フォーム事業

◆
注
意
点

●
過
去
に
こ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
補
助
金

の
交
付
を
受
け
た
場
合
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
次
の
方
は
１
回
に
限
り
補
助

し
ま
す
。

　
子
育
て
世
帯
＝
上
限
15
万
円

　
２
世
帯
住
宅
（
３
世
代
同
居
）
＝
上
限

20
万
円

●
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
以
前
に
、
旧

空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
を
受
け
た
方
と

そ
の
住
宅
も
、
対
象
に
な
り
ま
す

住まい快適リフォーム補
助は、❷の克雪すまいづ
くり支援事業や❸の木造
住宅の耐震改修費の補助
と併せて利用できます

通常

子育て世帯

２世帯住宅

子育て世帯：中学生以下の子どもがいる世帯。
または妊娠している方がいる世帯
２世帯住宅（３世代同居）：子育て世帯とその
親世帯が同居している住宅（実績報告までに同
居予定の場合を含む）
※補助対象工事費が 15 万円未満の工事は対象外。

（3世代同居）

工事費の 20％　　 15 万円

工事費の 20％　　 30 万円

工事費の 20％　　 35 万円

補助上限額補助率区分

市内転居の場合

市外から転入の場合

子育て世帯、空き家バンク登録
物件はさらに 15 万円加算。
※補助対象工事費が 50 万円未

満の工事は対象外。

50 万円

70 万円

補助上限額区分

問
建
築
住
宅
課
　
☎
21
・
２
２
９
１
　
℻
23
・
５
１
１
６
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◆
対
象
と
な
る
工
事

（
お
住
ま
い
の
住
宅
と
空
き
家
で
共
通
）

　
補
助
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
次
の
必

須
工
事
（
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
）
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
必
須
工
事
を
行
う

と
、
必
須
工
事
以
外
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
な
ど
の
据
え
置
き
機
器

費
用
な
ど
）
も
補
助
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

必
須
工
事

①
長
寿
命
化
工
事

（例）
外
壁
や
床
、
屋
根
な
ど
の
修
繕
、

キ
ッ
チ
ン
な
ど
の
改
修
　
な
ど

②
省
エ
ネ
化
工
事

（例）
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
取
り
換
え
る
、
断
熱

窓
に
取
り
換
え
る
　
な
ど

③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事

（例）
段
差
解
消
や
手
す
り
の
設
置
な
ど

④
耐
震
化
工
事

（例）
屋
根
の
耐
震
化
、
軽
量
化
、
基
礎
・

壁
の
補
強
工
事
、
道
路
に
面
す
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
除
却
　
な
ど

❶
住
ま
い
快
適
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
・
克
雪
化
・
耐
震
化
を
補
助
し
ま
す

◆
対
象
と
な
ら
な
い
工
事
（
例
）

　（
お
住
ま
い
の
住
宅
と
空
き
家
で
共
通
）

　
必
須
工
事
を
行
っ
て
も
、
次
の
工
事
な

ど
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
建
物
外
の
工
事
（
建
物
外
部
の
配
管
工
事

費
用
は
補
助
対
象
）

●
店
舗
部
分
な
ど
、
住
宅
以
外
の
工
事

●
単
独
の
車
庫
・
物
置
の
工
事

●
各
種
申
請
手
数
料

◆
申
し
込
み

　（
お
住
ま
い
の
住
宅
と
空
き
家
で
共
通
）

　
４
月
19
日
㈪
以
降
、
提
出
書
類
を
直
接

ま
た
は
郵
送
で
、
市
役
所
４
階
建
築
住
宅
課

（
〒
９
４
５
ー
８
５
１
１
日
石
町
２
ー
１
）

へ
。

※

郵
送
の
場
合
、
５
月
28
日
㈮
提
出
締
切
。

　
　
　

◆
提
出
書
類

　（
お
住
ま
い
の
住
宅
と
空
き
家
で
共
通
）

①
交
付
申
請
書

②
住
民
票
の
写
し
（
子
育
て
世
帯
・
２
世
帯
住

宅
は
世
帯
分
の
住
民
票
）

③
市
税
納
税
証
明
書
（
完
納
証
明
）

※

納
税
直
後
は
、
証
明
書
が
発
行
で
き
な
い

た
め
、
領
収
書
・
通
帳
な
ど
支
払
い
を

確
認
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

④
住
宅
の
所
有
者
を
示
す
書
類
（
固
定
資
産
税

課
税
明
細
書
の
コ
ピ
ー
な
ど
。
空
き
家
で
賃

貸
借
す
る
住
宅
は
、
賃
貸
借
契
約
書
な
ど
）

住
宅
（
空
き
家
も
対
象
）
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※

予
算
額
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

◆
お
住
ま
い
の
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム

　す
る
場
合
の
補
助
要
件
　
　
　
　

①
市
内
に
あ
る
個
人
所
有
の
一
戸
建
て
住
宅

（
建
物
の
２
分
の
１
以
上
が
住
宅
）

②
申
請
者
は
市
内
に
住
所
が
あ
る
、
ま
た
は

有
す
る
予
定
で
あ
る

③
住
宅
所
有
者
は
、
申
請
者
ま
た
は
申
請
者

の
ニ
親
等
以
内
の
親
族
で
あ
る

④
市
税
ま
た
は
転
入
前
の
居
住
地
の
市
区
町

村
税
に
未
納
が
な
い

⑤
施
工
者
は
、
市
内
に
本
社
が
あ
る
法
人
事

業
者
。
ま
た
は
市
内
に
住
民
登
録
し
て

い
る
個
人
事
業
者

⑥
必
須
工
事
を
１
つ
以
上
行
う
こ
と

⑦
工
事
完
了
後
、
令
和
４
（
２
０
２
２
）
年

３
月
11
日
㈮
ま
で
に
実
績
報
告
書
を
提

出
す
る
こ
と

◆
お
住
ま
い
の
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム

　す
る
場
合
の
補
助
金
額

（
中
古
住
宅
で
居
住
者
が
不
在
と
な
っ
て

か
ら
１
年
未
満
の
住
宅
も
含
む
）

◆
空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
す
る

　場
合
の
補
助
金
額

❷
克
雪
す
ま
い
づ
く
り

　支
援
事
業

雪
下
ろ
し
が
不
要
な
克
雪
住
宅
（
屋
根

融
雪
装
置
や
急
勾
配
の
屋
根
な
ど
の
住

宅
）
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
な
ど
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
補
助
要
件

①
申
請
者
は
市
内
に
住
所
が
あ
る
、
ま
た

は
有
す
る
こ
と
が
確
定
し
て
る

②
市
税
に
未
納
が
な
い

③
対
象
と
す
る
住
宅
は
指
定
地
区
内
に
あ
り
、

申
請
者
が
自
ら
居
住
ま
た
は
所
有
す
る
住

宅
で
あ
る

　
▼
指
定
地
区…

鵜
川
、
中
通
、
高
柳
町
、
上

条
、
中
鯖
石
、
北
鯖
石
、
南
鯖
石
、
田
尻
、

別
俣
、
高
田
、
野
田
、
北
条
、
上
米
山

④
新
築
、
増
改
築
、
改
良
工
事
を
し
て
克
雪

住
宅
の
種
類
に
応
じ
た
基
準
に
合
わ
せ

る
。
ま
た
は
、
建
売
克
雪
住
宅
を
買
う

④
令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
３
月
11
日
㈮

ま
で
に
実
績
報
告
を
す
る

◆
申
し
込
み

　
10
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
申
請
書
類
を
直

接
、
市
役
所
４
階
建
築
住
宅
課
へ
。

◆
補
助
対
象
工
事
費
の
例

●
克
雪
化
す
る
こ
と
に
よ
り
一
般
住
宅
よ

り
も
増
え
る
工
事
費

●
屋
根
融
雪
装
置
（
構
造
）
の
た
め
の
全

体
工
事
費

地
震
か
ら
家
族
と
財
産
を
守
る
た
め
、

家
屋
の
倒
壊
を
未
然
に
防
ぐ
改
修
費
用
を

補
助
し
ま
す
。

◆
対
象…

昭
和
56
（
１
９
８
１
）
年
５
月

31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅

◆
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
補
助
制
度

１
万
円
の
自
己
負
担
で
耐
震
診
断
が
で

き
ま
す
。

◆
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
費
補
助
制
度

　

　改
修
工
事
に
か
か
っ
た
費
用
の
約
３
分

の
１
（
上
限
１
０
０
万
円
）
を
補
助
し
ま

す
。
壁
な
ど
を
補
強
し
、
一
定
の
基
準
以

上
に
す
る
改
修
工
事
が
対
象
で
す
。

◆
申
し
込
み
　
　
　
　

11
月
30
日
㈫
ま
で
に
申
請
書
類
を
直

接
、
市
役
所
４
階
建
築
住
宅
課
へ
。

※

予
算
額
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

※

申
請
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に
建
築

住
宅
課
に
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

❸
木
造
住
宅
の

　耐
震
診
断
費
・ 

　耐
震
改
修
費
の
補
助

　
　

⑤
リ
フ
ォ
ー
ム
内
容
が
分
か
る
図
面

⑥
写
真
（
住
宅
の
全
景
・
施
工
前
箇
所
）

⑦
工
事
見
積
書
の
コ
ピ
ー

⑧
誓
約
書

⑨
承
諾
書

⑩
同
意
書
　※

空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
で
住
宅

が
共
同
名
義
の
場
合
の
み
。

◆
注
意
点

　（
お
住
ま
い
の
住
宅
と
空
き
家
で
共
通
）

●
補
助
金
の
交
付
決
定
通
知
を
受
け
て
か
ら

工
事
に
着
手
し
て
く
だ
さ
い
。
通
知
前

に
工
事
に
着
手
し
た
場
合
、
補
助
金
は

交
付
さ
れ
ま
せ
ん

●
補
助
の
要
件
・
手
続
き
の
詳
細
は
、
建
築

住
宅
課
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

◆
空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
す
る

　場
合
の
補
助
要
件

（
空
き
家
と
は
１
年
以
上
居
住
者
が
い
な
い

住
宅
）

　
先
の
「
お
住
ま
い
の
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム

す
る
場
合
の
補
助
要
件
」
に
加
え
、
工
事
後

か
ら
５
年
以
上
居
住
す
る
こ
と
が
要
件
に
な

り
ま
す
。

※

空
き
家
は
賃
貸
借
の
住
宅
で
も
対
象
に

な
り
ま
す
。

市ＨＰ
住まい快適リ
フォーム事業

◆
注
意
点

●
過
去
に
こ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
補
助
金

の
交
付
を
受
け
た
場
合
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
次
の
方
は
１
回
に
限
り
補
助

し
ま
す
。

　
子
育
て
世
帯
＝
上
限
15
万
円

　
２
世
帯
住
宅
（
３
世
代
同
居
）
＝
上
限

20
万
円

●
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
以
前
に
、
旧

空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
を
受
け
た
方
と

そ
の
住
宅
も
、
対
象
に
な
り
ま
す

住まい快適リフォーム補
助は、❷の克雪すまいづ
くり支援事業や❸の木造
住宅の耐震改修費の補助
と併せて利用できます

通常

子育て世帯

２世帯住宅

子育て世帯：中学生以下の子どもがいる世帯。
または妊娠している方がいる世帯
２世帯住宅（３世代同居）：子育て世帯とその
親世帯が同居している住宅（実績報告までに同
居予定の場合を含む）
※補助対象工事費が 15 万円未満の工事は対象外。

（3世代同居）

工事費の 20％　　 15 万円

工事費の 20％　　 30 万円

工事費の 20％　　 35 万円

補助上限額補助率区分

市内転居の場合

市外から転入の場合

子育て世帯、空き家バンク登録
物件はさらに 15 万円加算。
※補助対象工事費が 50 万円未

満の工事は対象外。

50 万円

70 万円

補助上限額区分

問
建
築
住
宅
課
　
☎
21
・
２
２
９
１
　
℻
23
・
５
１
１
６
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中小企業を応援します
問ものづくり振興課　☎21・2326　℻22・5904

ものづくりリーディング
カンパニー成長投資助成金

企業振興条例に基づく課税
の特例および奨励金の交付

設備投資 設備投資 設備投資

工場などの新築・増設や、機械
装置の設置をした場合、固定資
産税の軽減や、奨励金を交付
▶対象…製造業・道路貨物運送
業・こん包業・卸売業

労働生産性（付加価値）が年３% 以
上向上した企業に、労働生産性・新
規雇用者数に応じた助成金を支給
▶対象…製造業
▶限度額…一社につき年間 100 万円

先端設備等導入計画に基づ
く課税の特例

先端設備等導入計画の認定を受
けた場合、導入した設備の固定
資産税を３年間ゼロに
▶対象…全業種

知的財産権
取得支援助成金

企業ブランド向上

特許権、実用新案権、意匠権、
商標権の取得に要する弁理士費
用や出願料などを助成
▶対象…製造業・情報サービス
業・インターネット付随サービ
ス業
▶限度額…一社につき 60 万円

国際規格認証
取得支援助成金

企業ブランド向上

ISO マネジメントシステム規格
やセクター規格の取得に要する
経費を助成
▶対象…製造業・情報サービス
業・インターネット付随サービ
ス業
▶限度額…一社につき 50 万円

ＩＴ商品開発支援補助金
商品開発

新製品・新技術を開発する事業
（既存の製品・技術の改良を含

む）に対し、補助金を交付
▶対象…情報サービス業・イン
ターネット付随サービス業
▶限度額…一社につき 300 万円
▶事業計画書の受付期間
　＝5/6 ㈭～ 31 ㈪

各種制度（設備投資、商品開発、企業ブランド向上、人材育成）をご活用ください。

新型コロナウイルスに立ち向かう事業者を応援
　※国や県の制度改正により変更する場合があります。

ものづくり産業雇用維持奨励金
国の雇用調整助成金または緊急
雇用安定助成金の支給決定を助
成率 10 分の 10 で受けている場
合、奨励金を交付
▶対象…製造業
▶支給額…休業手当の 10 分の１
▶限度額…300 万円

ものづくり産業等事業構造強化促進補助金
従業員の解雇などをせず、ポストコロナ・ウィズコロナ時代に対応するた
め、国や県の補助金を活用した新たな挑戦に市が上乗せ交付
▶対象…全職種
▶支給額…国県補助金の対象経費から確定額を引いた額の 2 分の 1
▶限度額…●小規模事業者持続化補助金（コロナ特別対応型、低感染リスク型ビジネス枠）＝25 万円
●ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金（特別枠、低感染リスク型ビジネス枠）＝250 万円
●IT 導入補助金（特別枠、低感染リスク型ビジネス枠）＝100 万円
●事業再構築補助金＝500万円  ●新潟県新事業チャレンジ支援事業補助金＝25 万円
　

市ＨＰ
産業振興

高度技術者育成推進助成金
人材育成

国家資格、免許、技能検定の受
験・受講料、研修受講料を助成
▶対象…製造業・情報サービス
業・インターネット付随サービ
ス業
▶限度額…受験・受講手数料は
1 人 10 万円（一社につき最大
20 万円、合格・修了者のみ）、
研修受講料は 1 人 3 万円（一社
につき最大 10 万円）

柏崎市 IoT 推進ラボ
産学官金が連携し、IoT 関連の個
別相談、導入支援や人材育成な
どを支援

柏崎技術開発振興協会
柏崎商工会議所、ものづくり企業、
市が連携し、金属加工の知識・技
能習得の研修や、見本市出展・新
製品開発などを支援

併せてチェック !!

◀HP
柏崎技術開
発振興協会

◀市HP
柏崎市 IoT
推進ラボ

▼
内
容…
創
業
の
た
め
の
基
礎
知
識
を
学

び
、
専
門
家
が
直
接
、
創
業
計
画
書
の
作

成
指
導
を
し
ま
す
。

※

卒
塾
生
の
内
、
希
望
者
を
対
象
と
し
た

個
別
授
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
講
師…

栗
元
秀
樹
さ
ん
（
㈱
ク
ー
リ

エ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ズ
代
表
取
締
役
）

▼
と
き…

５
月
12
日
㈬
・
26
日
㈬
、
６
月

９
日
㈬
・
30
日
㈬
、
７
月
７
日
㈬
の
午
後

７
時
〜
９
時

※

５
月
12
日
㈬
は
午
後
６
時
30
分
か
ら
。

７
月
７
日
㈬
は
午
後
９
時
30
分
ま
で
。

▼
と
こ
ろ…

産
業
文
化
会
館

▼
定
員…

12
人
（
先
着
）

▼
受
講
料…

２
５
０
０
円
（
資
料
代
）

※

初
回
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物…

筆
記
用
具
、
電
卓

▼
申
し
込
み…

４
月
30
日
㈮
ま
で
に
、
直

接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
柏
崎
信
用
金
庫

本
部
へ
。

※

申
込
書
は
柏
崎
信
用
金
庫
の
各
支
店
、

市
役
所
３
階
商
業
観
光
課
に
あ
る
他
、
柏

崎
信
用
金
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(https://

w
w

w
.ksbank.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
。

問
柏
崎
信
用
金
庫
本
部

　
☎
24
・
３
３
２
１

　
℻
22
・
７
７
４
７

▼
内
容…

市
内
金
融
機
関
で
借
り
入
れ
た

創
業
資
金
の
利
子
を
一
部
補
給
し
ま
す
。

▼
対
象…

市
内
で
創
業
し
、
創
業
後
５
年

以
内
に
創
業
資
金
を
借
り
た
方

▼
補
給
率…

融
資
利
率
か
ら
１
パ
ー
セ
ン

ト
を
引
い
た
率
（
最
大
２
パ
ー
セ
ン
ト
）

※

柏
崎
・
社
長
の
た
ま
ご
塾
修
了
者
や
柏

崎
商
工
会
議
所
・
柏
崎
信
用
金
庫
・
第
四

北
越
銀
行
で
個
別
特
定
創
業
支
援
を
受
け

た
方
は
、
補
給
率
が
上
が
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▼
補
給
期
間…

融
資
日
か
ら
５
年
間

▼
申
し
込
み…

直
接
ま
た
は
電
話
で
、
市

役
所
３
階
商
業
観
光
課
へ
。

問
商
業
観
光
課

　
☎
21
・
２
３
３
４

　
℻
22
・
５
９
０
４

ひ
で
き

▼
内
容…

創
業
計
画
や
経
営
プ
ラ
ン
な
ど

を
専
門
家
に
相
談
で
き
ま
す
。

▼
相
談
員…

小
松
俊
樹
さ
ん
（
中
小
企
業

診
断
士
）

▼
と
き…

毎
月
第
２
・
４
木
曜
の
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分
（
１
人
１
時
間
）

※

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
と
こ
ろ…

柏
崎
商
工
会
議
所

▼
申
し
込
み…

事
前
に
電
話
で
柏
崎
商
工

会
議
所
へ
。

※

経
営
指
導
員
に
よ
る
相
談
は
、
土
・
日

曜
、
祝
日
を
除
き
毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。

電
話
で
柏
崎
商
工
会
議
所
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
柏
崎
商
工
会
議
所

 

（
中
小
企
業
相
談
所
）

　
☎
22
・
３
１
６
１

▼
対
象
（
⑴
⑵
共
通
）…

①
〜
③
の
い
ず

れ
か
の
条
件
を
満
た
し
、
６
カ
月
以
内
に

創
業
す
る
方

①
柏
崎
・
社
長
の
た
ま
ご
塾
を
修
了
し
た

②
連
携
創
業
支
援
等
事
業
者
（
柏
崎
商
工

会
議
所
・
柏
崎
信
用
金
庫
・
第
四
北
越
銀

行
）
で
個
別
特
定
創
業
支
援
を
受
け
た

③
経
営
革
新
等
支
援
機
関
（
金
融
機
関
な

ど
）
の
支
援
を
受
け
て
創
業
計
画
を
作
成

し
、
連
携
創
業
支
援
等
事
業
者
で
そ
の
確

認
を
受
け
た

▼
申
し
込
み
（
⑴
⑵
共
通
）…

事
前
に
直

接
ま
た
は
電
話
で
、
市
役
所
３
階
商
業
観
光

課
へ
。

⑴
広
告
宣
伝
・
改
装
費

▼
内
容…

創
業
か
ら
１
年
以
内
に
市
内
事

業
者
を
使
っ
て
行
う
広
告
宣
伝
や
店
舗
の
改

装
な
ど
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※

申
請
前
に
行
っ
た
も
の
は
対
象
外
で

す
。
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
上
限
額…

①
②
60
万
円
、
③
20
万
円

経
営
・
創
業
の
相
談

と
し
き

創
業
す
る
方
を
応
援
し
ま
す

創
業
を
お
考
え
の
方
は
、
各
種
支
援
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
商
業
観
光
課
　
☎
21
・
２
３
３
４
　
℻ 

22
・
５
９
０
４

柏
崎
・
社
長
の
た
ま
ご
塾

⑵
事
業
所
家
賃
、
柏
崎
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
スK.Vivo

利
用
料
金

▼
内
容…

創
業
か
ら
１
年
以
内
に
発
生
す
る

市
内
事
業
所
の
家
賃
とK

.Vivo

利
用
料
金

に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
上
限
額…

①
②
20
万
円
、
③
10
万
円

問
商
業
観
光
課

　
☎
21
・
２
３
３
４

　
℻
22
・
５
９
０
４

創
業
資
金
の
利
子
補
給

創
業
に
か
か
る
経
費
補
助

ケ
ー
ド
ッ
ト
ヴ
ィ
ー
ヴ
ォ

市ＨＰ
創業・企業
を応援
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▼
内
容…

創
業
の
た
め
の
基
礎
知
識
を
学

び
、
専
門
家
が
直
接
、
創
業
計
画
書
の
作

成
指
導
を
し
ま
す
。

※

卒
塾
生
の
内
、
希
望
者
を
対
象
と
し
た

個
別
授
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
講
師…

栗
元
秀
樹
さ
ん
（
㈱
ク
ー
リ

エ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ズ
代
表
取
締
役
）

▼
と
き…

５
月
12
日
㈬
・
26
日
㈬
、
６
月

９
日
㈬
・
30
日
㈬
、
７
月
７
日
㈬
の
午
後

７
時
〜
９
時

※

５
月
12
日
㈬
は
午
後
６
時
30
分
か
ら
。

７
月
７
日
㈬
は
午
後
９
時
30
分
ま
で
。

▼
と
こ
ろ…

産
業
文
化
会
館

▼
定
員…

12
人
（
先
着
）

▼
受
講
料…

２
５
０
０
円
（
資
料
代
）

※

初
回
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物…

筆
記
用
具
、
電
卓

▼
申
し
込
み…

４
月
30
日
㈮
ま
で
に
、
直

接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
柏
崎
信
用
金
庫

本
部
へ
。

※

申
込
書
は
柏
崎
信
用
金
庫
の
各
支
店
、

市
役
所
３
階
商
業
観
光
課
に
あ
る
他
、
柏

崎
信
用
金
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(https://

w
w

w
.ksbank.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
。

問
柏
崎
信
用
金
庫
本
部

　
☎
24
・
３
３
２
１

　
℻
22
・
７
７
４
７

▼
内
容…

市
内
金
融
機
関
で
借
り
入
れ
た

創
業
資
金
の
利
子
を
一
部
補
給
し
ま
す
。

▼
対
象…

市
内
で
創
業
し
、
創
業
後
５
年

以
内
に
創
業
資
金
を
借
り
た
方

▼
補
給
率…

融
資
利
率
か
ら
１
パ
ー
セ
ン

ト
を
引
い
た
率
（
最
大
２
パ
ー
セ
ン
ト
）

※

柏
崎
・
社
長
の
た
ま
ご
塾
修
了
者
や
柏

崎
商
工
会
議
所
・
柏
崎
信
用
金
庫
・
第
四

北
越
銀
行
で
個
別
特
定
創
業
支
援
を
受
け

た
方
は
、
補
給
率
が
上
が
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▼
補
給
期
間…

融
資
日
か
ら
５
年
間

▼
申
し
込
み…

直
接
ま
た
は
電
話
で
、
市

役
所
３
階
商
業
観
光
課
へ
。

問
商
業
観
光
課

　
☎
21
・
２
３
３
４

　
℻
22
・
５
９
０
４

ひ
で
き

▼
内
容…

創
業
計
画
や
経
営
プ
ラ
ン
な
ど

を
専
門
家
に
相
談
で
き
ま
す
。

▼
相
談
員…

小
松
俊
樹
さ
ん
（
中
小
企
業

診
断
士
）

▼
と
き…

毎
月
第
２
・
４
木
曜
の
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分
（
１
人
１
時
間
）

※

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
と
こ
ろ…

柏
崎
商
工
会
議
所

▼
申
し
込
み…

事
前
に
電
話
で
柏
崎
商
工

会
議
所
へ
。

※

経
営
指
導
員
に
よ
る
相
談
は
、
土
・
日

曜
、
祝
日
を
除
き
毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。

電
話
で
柏
崎
商
工
会
議
所
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
柏
崎
商
工
会
議
所

 

（
中
小
企
業
相
談
所
）

　
☎
22
・
３
１
６
１

▼
対
象
（
⑴
⑵
共
通
）…

①
〜
③
の
い
ず

れ
か
の
条
件
を
満
た
し
、
６
カ
月
以
内
に

創
業
す
る
方

①
柏
崎
・
社
長
の
た
ま
ご
塾
を
修
了
し
た

②
連
携
創
業
支
援
等
事
業
者
（
柏
崎
商
工

会
議
所
・
柏
崎
信
用
金
庫
・
第
四
北
越
銀

行
）
で
個
別
特
定
創
業
支
援
を
受
け
た

③
経
営
革
新
等
支
援
機
関
（
金
融
機
関
な

ど
）
の
支
援
を
受
け
て
創
業
計
画
を
作
成

し
、
連
携
創
業
支
援
等
事
業
者
で
そ
の
確

認
を
受
け
た

▼
申
し
込
み
（
⑴
⑵
共
通
）…
事
前
に
直

接
ま
た
は
電
話
で
、
市
役
所
３
階
商
業
観
光

課
へ
。

⑴
広
告
宣
伝
・
改
装
費

▼
内
容…

創
業
か
ら
１
年
以
内
に
市
内
事

業
者
を
使
っ
て
行
う
広
告
宣
伝
や
店
舗
の
改

装
な
ど
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※

申
請
前
に
行
っ
た
も
の
は
対
象
外
で

す
。
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
上
限
額…

①
②
60
万
円
、
③
20
万
円

経
営
・
創
業
の
相
談

と
し
き

創
業
す
る
方
を
応
援
し
ま
す

創
業
を
お
考
え
の
方
は
、
各
種
支
援
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
商
業
観
光
課
　
☎
21
・
２
３
３
４
　
℻ 

22
・
５
９
０
４

柏
崎
・
社
長
の
た
ま
ご
塾

⑵
事
業
所
家
賃
、
柏
崎
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
スK.Vivo

利
用
料
金

▼
内
容…

創
業
か
ら
１
年
以
内
に
発
生
す
る

市
内
事
業
所
の
家
賃
とK

.Vivo

利
用
料
金

に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
上
限
額…

①
②
20
万
円
、
③
10
万
円

問
商
業
観
光
課

　
☎
21
・
２
３
３
４

　
℻
22
・
５
９
０
４

創
業
資
金
の
利
子
補
給

創
業
に
か
か
る
経
費
補
助

ケ
ー
ド
ッ
ト
ヴ
ィ
ー
ヴ
ォ

市ＨＰ
創業・企業
を応援
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